
中
等
作
文
教
科
書
の
考
察

-
　
八
波
則
富
民
編
著
の
ば
あ
い
I
I

一

八
政
則
書
氏
の
編
著
に
か
か
る
昭
和
期
(
戦
前
)
中
等
作
文
教
科
啓
に
は
'

つ
ぎ
の
よ
う
に
中
学
校
(
男
子
用
)

る
0
1
　
「
新
制
中
等
作
文
」
全
四
冊
三
種
類
へ
女
学
校
二
種
類
が
数
え
ら
れ

昭
和
i
n
・
.
-
h
・
i
t
s

<
-
H
　
「
新
制
女
子
作
文
」
　
仝
四
冊

昭
和
5
・
1

2
　
「
現
代
中
等
新
作
文
」

昭
和
2
・
~

t
N
　
「
現
代
女
子
新
作
文
」

巻
1
1
巻
三
'
上
級
用

英
進
社
刊

巻
一
-
巻
三
、
上
級
用

英
進
社
刊

仝
五
冊
　
巻
一
-
巻
五
'

5
　
英
進
社
刊

仝
四
冊
　
巻
一
-
巻
三
'
上
級
用

昭
和
ォ
ー
S
-
j
3
　
英
進
社
刊

3
　
「
現
代
中
等
寄
翰
文
」
　
仝
　
昭
和
N
.
一
5
　
英
進
社
刊

4
　
「
中
等
新
作
文
」
　
仝
四
冊
　
巻
一
-
巻
三
、
上
級
用

昭
和
^
5
・
<
-
<
'
m
　
英
進
社
刊

さ
て
'
こ
れ
ら
各
中
等
作
文
教
科
啓
の
編
修
上
の
方
針
・
ね
ら
い
・
配
慮
等

に
つ
い
て
は
'
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

1
　
「
新
制
中
等
作
文
」
　
(
昭
和
5
)
の
ば
あ
い

野
　
　
地
　
　
潤
　
　
家

一
趣
味
と
実
益
と
を
兼
ね
、
各
巻
を
通
じ
て
生
徒
諸
君
と
同
じ
水
準
に
立

っ
て
稲
基
し
た
3

二
　
文
語
は
平
易
明
確
を
主
と
し
て
抽
象
的
な
説
明
を
避
け
、
文
例
は
多
く

全
国
の
中
等
学
校
生
徒
諸
君
の
作
か
ら
採
っ
た
。

三
　
興
味
を
増
し
理
会
を
助
け
る
為
、
写
其
・
挿
画
・
原
稿
の
見
本
・
添
削

例
等
を
豊
富
に
入
れ
た
。

四
　
類
題
を
多
-
揚
げ
'
な
は
「
自
然
と
人
事
」
　
「
常
用
撲
字
音
別
表
」
を

I
特
に
上
級
用
に
は
「
高
等
諸
学
校
入
学
試
験
作
文
々
題
類
別
表
」
を
附

載
し
た
。

五
　
課
外
読
物
と
し
て
も
恰
当
の
も
の
と
信
ず
る
。

な
お
'
「
新
制
女
子
作
文
」
　
(
昭
和
5
)
の
ば
あ
い
も
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

あ
る
が
'
そ
れ
ぞ
れ
の
文
末
は
'
た
と
え
ば
「
-
編
纂
し
ま
し
た
P
　
「
-
採
択

し
ま
し
た
]
　
「
-
入
れ
ま
し
た
]
　
「
-
附
載
し
ま
し
た
]
　
「
I
と
信
じ
て
ゐ
ま

す
]
の
よ
う
に
、
て
い
ね
い
体
で
苔
か
れ
て
い
る
。

2
　
「
現
代
中
等
新
作
文
」
　
(
昭
和
1
0
)
　
の
ば
あ
い

一
趣
味
あ
る
こ
と
。
日
常
生
活
に
役
立
つ
こ
と
。
上
級
に
至
る
に
従
っ
て

受
験
的
色
彩
を
濃
厚
に
し
た
こ
と
。
こ
れ
が
本
書
の
三
大
特
徴
で
あ
る
。

二
　
す
べ
て
当
該
学
年
の
生
徒
諸
君
と
同
じ
水
準
に
立
っ
て
編
姦
し
、
文
例
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は
広
く
全
国
各
府
県
に
亘
っ
て
中
等
学
校
生
徒
諸
君
の
作
品
か
ら
採
択
し

た
。

三
　
別
刷
と
し
て
各
巻
ご
と
に
添
削
例
を
掲
げ
、
各
種
容
翰
例
・
日
記
例
・

諸
書
式
例
等
、
実
際
生
活
に
必
要
な
も
の
は
漏
れ
な
-
こ
れ
を
載
せ
た
。

な
は
写
真
・
挿
画
を
豊
富
に
し
て
'
興
味
を
増
し
理
会
を
助
け
る
こ
と
に

玩
m
m

四
　
附
録
と
し
て
、
各
巻
.
こ
と
に
「
常
用
挟
字
音
別
表
」
を
掲
げ
、
な
は
巻

1
に
は
「
誤
り
易
い
文
字
上
の
研
」
、
巻
二
に
は
「
手
紙
用
語
例
」
、
巻

三
に
は
「
自
然
と
人
事
」
へ
巻
四
へ
五
に
は
「
高
等
諸
学
校
入
学
試
験
作

文
々
題
類
別
衰
」
を
附
載
し
た
.

五
　
自
習
書
と
し
て
も
、
課
外
読
み
物
と
し
て
も
、
恰
当
な
も
の
と
信
ず

S
S

I
な
お
へ
　
「
現
代
女
子
新
作
文
」
　
(
昭
和
9
)
　
の
ば
あ
い
も
、
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ
る
が
'
文
末
は
す
べ
て
て
い
ね
い
体
で
容
か
れ
て
い
る
。

3
　
「
中
等
新
作
文
」
　
(
昭
和
1
5
)
　
の
ば
あ
い

一
文
葦
は
芸
術
で
あ
る
。
従
っ
て
作
文
は
趣
味
を
主
と
す
る
も
の
で
な

-
て
は
な
ら
な
い
。
本
番
は
先
づ
こ
の
点
に
留
意
し
て
'
文
話
・
文
例
と

も
に
平
明
達
意
を
旨
と
し
、
生
徒
諸
氏
の
趣
味
の
滴
秦
に
力
め
て
ゐ
る
。

各
巻
と
も
写
真
・
挿
画
を
豊
富
に
し
、
三
色
版
そ
の
他
の
別
刷
を
加
え
て

ゐ
る
の
も
'
こ
の
趣
旨
に
外
な
ら
な
い
。

二
　
普
通
教
育
に
於
け
る
作
文
は
、
『
思
想
・
体
験
ノ
明
確
自
由
ナ
ル
表

現
』
を
な
し
へ
日
常
生
活
に
役
立
て
る
こ
と
が
眼
目
で
あ
る
。
「
中
学
を

0
0

出
て
も
手
紙
1
本
ろ
く
に
苔
け
な
い
」
と
い
ふ
や
う
な
非
難
は
'
吾
々
の
霞

J
/
.
耳
に
す
る
と
こ
ろ
で
へ
　
こ
れ
で
は
そ
の
教
養
の
ほ
ど
も
推
し
は
か
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
苔
は
『
実
用
二
通
ス
ル
』
と
い
ふ
点
に
も
十
分

力
を
注
い
で
、
手
紙
に
つ
い
て
も
-
祝
儀
・
不
祝
儀
の
手
紙
を
は
じ
め
へ

す
べ
て
の
種
類
に
亘
っ
て
　
-
　
詳
細
に
叙
述
解
説
を
施
し
'
す
ぐ
そ
の
ま

～
役
立
つ
よ
う
に
力
め
て
ゐ
る
。

三
　
上
級
に
進
む
に
従
っ
て
受
験
的
色
彩
を
淡
厚
に
し
て
ゐ
る
O
与
へ
ら
れ

た
題
目
に
就
い
て
与
へ
ら
れ
た
時
間
内
に
　
-
　
時
に
は
命
ぜ
ら
れ
た
文
体

で
'
而
も
制
限
さ
れ
た
字
数
で
-
-
思
想
・
体
験
を
表
現
す
る
の
は
1
つ

の
術
で
あ
る
。
自
由
奔
放
に
節
を
迅
ぶ
創
作
と
は
自
ら
そ
の
趣
を
異
に
し

て
ゐ
る
。
こ
の
場
合
へ
文
例
が
『
型
に
散
る
』
の
は
監
し
巳
む
を
得
な
い

こ
と
で
'
し
か
も
こ
れ
が
受
験
生
花
対
す
る
適
切
な
指
導
で
あ
る
と
考
へ

る
。

四
　
作
文
の
上
達
は
純
習
に
限
る
。
文
例
を
見
~
て
、
「
何
,
こ
れ
位
の
も
の

な
ら
自
分
で
も
出
来
る
」
と
直
ぐ
に
筆
を
執
っ
て
宙
い
て
見
る
こ
と
で
あ
一

る
。
こ
の
意
味
に
於
て
'
本
宙
は
す
べ
て
当
該
学
年
の
諸
子
と
同
じ
水
準
　
I

に
立
っ
て
編
近
し
へ
文
例
は
広
-
全
円
各
府
県
に
亘
っ
て
中
等
学
校
生
徒
　
l

諸
子
の
作
品
か
ら
採
択
し
た
.
生
徒
作
に
対
す
る
著
者
の
評
語
も
'
文
の

批
評
・
鑑
非
力
を
発
ふ
上
の
参
考
に
な
ら
う
と
思
ふ
〇

五
　
別
刷
と
し
て
原
稿
例
、
添
削
例
へ
各
種
古
翰
例
'
日
記
例
等
、
示
葦
の

要
あ
る
も
の
は
悉
-
こ
れ
を
掲
げ
た
。

六
　
附
録
と
し
て
'
各
葉
ご
と
に
『
常
用
漢
字
音
別
表
』
を
揚
げ
へ
な
は
巻

1
に
は
『
誤
り
易
い
文
字
上
の
研
』
へ
巻
二
に
は
『
手
紙
用
語
例
J
l
 
t
巻

三
に
は
『
朗
容
・
届
書
並
に
駿
歴
古
の
認
め
方
』
、
上
級
用
に
は
『
高
等

諸
学
校
入
学
試
院
作
文
々
題
期
別
表
』
を
附
赦
し
た
O

七
　
本
誹
の
文
明
?
多
く
は
へ
今
次
の
支
那
事
変
勃
発
後
の
作
で
あ
る
か

ら
、
時
代
を
反
映
し
て
お
の
づ
か
ら
域
帖
気
分
も
;
f
-
2
つ
て
悟
り
、
東
亜
新

秩
序
建
設
の
熱
意
に
燃
え
て
ゐ
る
こ
と
を
特
記
し
た
い
o



以
上
'
「
新
制
中
等
作
文
」
　
(
昭
和
5
)
1
「
現
代
中
等
新
作
文
」
　
(
昭
和

1
0
)
1
「
中
等
新
作
文
」
　
(
昭
和
1
5
)
は
、
五
年
ご
と
の
改
訂
編
修
に
よ
っ
て

い
る
が
'
編
修
上
の
ね
ら
い
・
方
針
・
配
慮
に
至
っ
て
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
も
の

で
貫
か
れ
て
い
る
。
例
言
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
も
、
「
新
制
中
等
作

文
」
・
「
現
代
中
等
新
作
文
」
と
も
に
へ
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
'
「
中
等
新
作

文
」
に
至
っ
て
、
や
や
詳
し
-
な
っ
て
い
る
。

作
文
学
習
に
お
い
て
、
趣
味
を
重
視
し
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
こ
と
を
ね
ら

っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
上
級
に
至
る
に
従
っ
て
受
験
的
色
彩
を
濃
く
し
て
い

る
こ
と
'
こ
れ
ら
三
つ
の
点
は
、
編
者
八
政
則
富
氏
の
考
え
を
不
す
も
の
で
あ

ォ
サま
た
'
各
巻
所
収
の
文
例
は
、
広
く
全
国
各
府
県
に
亘
っ
て
中
等
学
校
生
徒

諸
君
の
作
品
か
ら
採
録
さ
れ
て
お
り
'
当
該
学
年
の
生
徒
諸
君
と
同
じ
水
準
に

立
っ
て
編
纂
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た
。

な
お
'
縮
修
上
、
学
習
者
へ
の
配
慮
と
し
て
は
、
別
刷
(
原
稿
例
、
添
削

例
、
各
種
審
翰
例
、
日
記
例
等
)
が
示
範
用
に
多
く
と
り
入
れ
ら
れ
へ
さ
ら
に

附
録
に
つ
い
て
も
、
各
巻
ご
と
に
-
ふ
う
が
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
方
針
・
ね
ら
い
・
配
慮
を
見
る
と
'
各
作
文
教
科
宙
は
'
中
等
学

校
用
作
文
副
教
科
書
と
し
て
、
自
習
書
・
課
外
読
物
・
受
験
参
考
書
と
し
て
の

性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二

前
掲
三
種
類
の
中
等
作
文
教
科
宙
の
各
巻
1
の
構
成
を
見
る
と
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
あ
る
。

1
　
「
新
制
中
等
作
文
」
　
(
昭
和
5
)
巻
1
の
構
成

第
1
　
文
を
作
る
に
は

一
決
し
て
嘘
を
書
い
て
は
な
ら
ぬ
-
ほ
ん
た
う
の
感
じ
-
ま
こ
と
の
あ
ら

は
れ
I
A
僕
の
作
文
-
二
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
容
か
ね
ば
な
ら
ぬ
-
面
白

い
よ
り
も
よ
く
わ
か
る
や
う
に
-
作
文
締
智
の
モ
ッ
ト
ー
ー
△
庭
球
-

△
制
帽
-
類
題
(
六
)

第
二
　
入
学

入
学
に
つ
い
て
の
出
来
事
や
感
想
1
△
似
合
っ
て
ゐ
る
P
I
A
中
学
生
と

な
っ
て
-
類
題
(
七
)

第
三
　
花

自
然
の
生
命
の
最
も
美
し
い
あ
ら
は
れ
-
詩
人
の
目
-
△
卯
の
花
(
水
野

葉
舟
)
I
A
椿
-
△
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
-
ム
根
質
の
花
-
類
題
(
五
)

第
四
　
遠
足

△
八
幡
へ
遠
足
1
1
崩
の
報
告
宙
の
や
う
な
も
の
-
要
点
が
浮
び
出
る
や

う
に
-
△
駅
ま
で
1
類
題
(
三
)

第
五
　
物
を
見
つ
め
て

よ
く
見
る
こ
と
-
△
文
房
具
I
△
ペ
ン
先
-
△
壁
-
類
題
(
七
)

第
六
　
動
物
の
さ
ま
ぐ

特
徴
を
印
象
的
に
-
無
技
巧
の
技
巧
-
△
象
-
△
牛
-
△
百
舌
鳥
1
類
題

(四)

第
七
　
手
紙

△
母
の
手
紙
(
相
馬
御
風
作
の
詩
)
-
文
章
は
談
話
の
か
は
り
-
手
紙
の

文
-
一
よ
く
分
る
や
う
に
言
ひ
表
は
す
こ
と
-
唆
味
な
点
の
な
い
や
う
に

1
二
相
手
に
快
-
読
ま
せ
る
こ
と
-
手
紙
の
型
-
ま
こ
と
を
約
め
て
-
辛

紙
を
古
く
時
の
心
得
-
△
遠
地
に
居
る
兄
へ
1
△
都
の
友
に
-
類
題
(
六
)

第
八
　
業
容
文
に
つ
い
て

筒
に
し
て
要
を
得
よ
-
内
容
に
つ
い
て
I
丁
寧
に
書
け
-
縦
雷
に
せ
よ
-

先
づ
下
書
し
て
か
ら
-
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
-
宛
名
と
差
出
人
の
住
所
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氏
名
-
用
意
周
到
-
△
兄
さ
ん
へ
ー
△
海
軍
の
兄
さ
ん
へ
-
類
題
(
五
)

第
九
　
夏
休
み

自
分
の
体
験
か
ら
材
料
を
選
べ
I
△
械
関
車
に
乗
せ
て
買
ふ
-
△
水
泳
-

△
青
年
画
家
-
類
題
(
六
)

第
十
　
句
読
法

句
読
の
い
ろ
-
I
-
面
白
い
挿
話
(
持
田
泣
重
民
「
茶
話
」
か
ら
)
-
欧

文
か
ら
転
用
し
た
符
号

第
十
1
　
写
真
と
絵
と
文
と

写
真
と
絵
-
文
は
絵
画
的
で
な
-
て
は
な
ら
ぬ
-
興
味
の
多
い
作
文
練
習

の
し
か
た
-
△
山
村
-
△
真
夜
中
の
川

第
十
二
　
秋

清
新
な
感
じ
1
季
節
は
感
じ
で
あ
る
-
△
新
秋
-
△
晩
秋
-
類
題
(
六
)

第
十
三
　
整
っ
た
文

順
序
よ
-
述
べ
る
こ
と
-
統
一
の
あ
る
こ
と
-
△
楽
地
(
幸
田
露
伴
氏

「
決
心
録
」
に
よ
る
)
-
△
名
を
見
つ
め
て
-
類
題
(
七
)

第
十
四
　
運
動
斑
技

運
動
斑
技
の
シ
ー
ズ
ン
ー
最
も
熟
狂
し
た
1
場
面
を
選
ん
で
1
△
運
動
会

-
△
綱
引
1
△
勇
ま
し
い
勝
利
の
歌
-
類
題
(
六
)

第
十
五
　
誘
ふ
、
贈
る
、
見
舞
ふ

1
実
用
の
手
紙
と
趣
味
の
手
紙
-
二
誘
ふ
手
紙
-
△
野
球
応
援
に
-
類
題

(
四
)
-
三
物
を
贈
る
手
紙
-
好
意
が
先
方
に
通
ず
る
や
う
に
-
△
山
芋

を
贈
る
-
類
退
(
六
)
-
四
見
舞
の
手
紙
-
形
式
よ
り
も
人
情
の
自
然
か

ら
出
た
も
の
-
△
弟
へ
の
病
気
見
舞
I
A
震
災
見
舞
-
類
題
(
六
)

節
十
六
　
年
c
r
-
f
拭

年
賀
状
の
文
句
-
△
先
生
へ
-
△
叔
父
へ
-
△
友
に
-
名
家
の
年
賀
状
二

三
第
十
七
　
日
記

文
の
熟
達
-
練
習
を
重
ね
る
こ
と
-
お
役
目
的
の
日
記
-
日
記
と
短
文
-

日
記
の
1
節
-
△
待
た
る
る
春
-
類
題
(
五
)

第
十
八
　
物
に
成
っ
て

物
の
朝
方
-
科
学
的
態
度
と
文
学
的
態
度
-
感
情
の
移
入
-
物
に
成
り
切

る
-
△
僕
は
犬
で
あ
る
1
△
私
は
石
こ
ろ
で
あ
る
-
△
案
山
子
の
日
記
-

類
題
(
六
)

第
十
九
　
恩
ひ
出

過
去
の
追
憶
-
追
憶
は
語
で
あ
る
-
△
母
と
護
(
西
条
八
十
)
-
△
万
年

筆
)
-
類
題
(
≡
)

第
二
十
　
童
謡

t
蛍
謡
と
は
何
か
1
△
親
粒
子
雛
(
野
口
雨
情
)
-
児
童
の
歌
-
二
童
謡

と
感
情
移
入
-
△
域
(
四
条
八
十
)
-
同
情
-
三
重
謡
と
以
声
・
お
客
-

△
さ
る
す
べ
り
-
△
え
ん
さ
か
は
い
-
△
日
の
出
(
高
原
し
げ
る
)
-
四

費
謡
と
方
言
・
靴
語
-
△
ね
こ
-
A
-
り
-
五
希
望
と
元
気
-
△
見
知
ら

ぬ
国
(
ロ
バ
ー
-
・
ル
イ
ス
・
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ソ
ン
)
-
△
海
の
あ
な
た

(
柳
沢
健
)
-
△
棚
(
加
藤
ま
さ
を
)
-
童
謡
創
作
の
標
準
-
歌
心

附
録
　
1
　
自
然
と
人
事
　
二
　
常
用
撰
字
音
別
表

2
　
「
現
代
中
等
新
作
文
」
　
(
昭
和
1
0
)
巻
一
の
構
成

第
一
心
の
す
が
た

生
き
た
文
1
心
の
底
か
ら
の
声
-
△
小
さ
き
詩
人
-
ま
こ
と
-
真
情
の
吐

琵
-
△
野
球
-
△
弁
当
-
類
題
(
八
)

第
二
　
入
学
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入
学
に
つ
い
て
の
出
来
事
や
感
想
-
△
入
学
考
査
-
△
入
学
考
査
の
日
-

伸
び
た
文
と
詰
っ
た
文
-
類
題
(
A
)

第
三
　
手
紙

手
紙
は
特
別
の
文
章
で
あ
る
I
目
上
の
人
に
あ
げ
る
手
紙
I
A
恩
師
へ
-

△
近
況
を
知
ら
す
-
△
類
題
(
六
)

第
四
　
遠
足

要
点
が
浮
び
出
る
や
う
に
-
△
三
原
山
へ
-
△
冷
川
ま
で
-
類
題
(
七
)

第
五
　
物
を
見
つ
め
て

よ
く
見
る
こ
と
-
△
文
房
具
」
△
消
ゴ
ム
ー
△
し
つ
-
1
類
題
(
I
 
1
)

第
六
　
動
物
の
さ
ま
-
ど

特
徴
を
印
象
的
に
-
無
技
巧
の
技
巧
-
△
犬
-
△
雀
の
声
-
△
金
魚
-
A

事
-
類
題
　
(
七
)

第
七
　
花

自
然
の
最
も
美
し
い
あ
ら
は
れ
-
△
朝
顔
(
三
浦
修
吾
)
-
詩
人
の
限
-

・
△
月
見
草
-
△
コ
ス
モ
ス
-
△
お
花
畑
-
類
題
(
七
)

第
八
　
葉
書
文
に
つ
い
て

簡
に
し
て
要
を
得
よ
っ
内
容
に
つ
い
て
-
単
刀
直
入
I
丁
寧
に
か
け
-
縦

書
に
せ
よ
-
先
づ
下
書
し
て
か
ら
-
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
-
宛
名
と
差

出
人
の
住
所
氏
名
-
用
意
周
到
-
△
友
へ
I
A
海
軍
の
兄
さ
ん
へ
I
A
都

の
友
へ
I
A
兄
か
ら
弟
へ
I
類
題
(
七
)

第
九
　
句
読
法

句
読
点
-
△
金
杓
子
屋
-
△
数
珠
(
薄
田
泣
重
「
茶
話
」
)
-
欧
文
か
ら

転
用
し
た
符
号
I
△
や
け
あ
と
か
ら

節
十
　
夏
休
み

自
分
の
体
験
か
ら
材
料
を
選
ベ
ー
ム
水
泳
-
△
温
泉
行
-
光
明
の
世
界
へ

-
類
題
(
七
)

第
十
一
写
真
と
絵
と
涙
と

写
真
と
絵
-
文
は
絵
画
的
で
な
く
て
ほ
な
ら
ぬ
-
興
味
の
多
い
作
文
練
習

の
し
か
た
-
△
夕
方
の
海
-
△
キ
ャ
ン
プ
ー
作
文
の
題
材
と
し
て
　
(
写
真

六
葉
)

第
十
二
　
秋

清
新
な
感
じ
-
季
節
は
感
じ
で
あ
る
-
△
秋
は
い
1
で
す
-
△
秋
の
点
描

-
類
題
(
一
〇
)

第
十
三
　
運
動
競
技

△
棒
高
飛
-
最
も
熟
狂
し
た
1
場
面
を
選
ん
で
-
△
勇
ま
し
い
勝
利
の
歌

(
井
手
討
六
)
-
類
題
(
九
)

第

十

四

文

字

上

の

琉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

思
想
と
文
字
-
内
容
と
形
式
-
原
稿
の
文
字
-
漠
字
の
誤
字
又
は
類
字
-
　
2

-

-

>

;

V

-

^

;

:

^

・

;

・

>

j

,

w

　

;

.

-

-

-

¥

y

-

:

∩

 

I

第
十
五
　
誘
ふ
手
紙
と
贈
る
手
紙

1
実
用
の
手
紙
と
趣
味
の
手
紙
-
二
誘
ふ
手
紙
-
△
野
球
応
援
に
-
△
水

源
地
の
見
学
に
誘
ふ
-
類
題
(
五
)
-
三
物
を
贈
る
手
紙
-
好
意
が
先
方

に
通
ず
る
や
う
に
-
△
恩
師
に
柿
を
贈
る
-
△
写
真
を
贈
る
-
類
題
(
七
)

第
十
六
　
年
賀
状

△
先
生
へ
ー
△
叔
父
へ
I
△
友
へ
-
名
家
の
年
賀
状
(
国
木
田
独
歩
・
石

川
啄
木
・
前
田
正
名
)

第
十
七
　
日
記

実
用
の
日
記
と
趣
味
の
日
記
-
生
き
た
人
生
-
△
日
記
例

第
十
八
　
見
舞
状
と
礼
状

1
見
舞
状
-
△
病
気
見
舞
-
△
寒
中
見
舞
-
△
火
事
見
舞
-
類
題
(
九
)



二
礼
状
-
早
-
出
す
こ
と
-
謝
意
を
十
分
に
述
べ
る
こ
せ
-
礼
も
過
ぎ
れ

ば
却
っ
て
非
礼
に
当
る
-
手
紙
は
心
の
姿
-
△
病
気
見
舞
を
謝
す
る
-
A

叔
父
さ
ん
へ
の
御
礼
-
△
薩
摩
芋
の
御
礼
-
類
題
(
五
)

第
十
九
　
物
に
な
っ
て

物
の
親
方
-
科
学
的
態
度
と
文
学
的
態
度
-
感
情
の
移
入
-
物
に
成
り
切

る
-
△
僕
は
機
関
車
で
あ
る
-
△
僕
は
営
門
で
す
-
△
私
は
停
車
場
の
時

計
で
あ
る
-
類
窺
(
七
)

第
二
十
　
電
報

簡
潔
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
-
略
語
-
指
定
記
号
-
明
確
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
附
録
一
誤
り
易
い
文
字
上
の
析
　
二
　
常
用
漢
字
音
別
表

3
　
「
中
等
新
作
文
」
　
(
昭
和
1
5
)
巻
一
の
構
成

第
一
心
の
か
が
み

心
の
か
ゞ
み
1
生
き
た
文
-
心
の
底
か
ら
の
声
-
人
の
こ
～
ろ
の
ま
こ
と

-
真
情
の
吐
雷
1
△
忘
れ
ら
れ
な
い
嬉
し
い
日
入
学
に
つ
い
て
の
出
来
事

や
感
想
1
△
発
表
を
待
つ
-
△
登
校
第
1
日
-
類
題
(
九
)

第
二
　
物
を
見
つ
め
て

芭
蕪
の
句
-
よ
-
見
る
こ
と
-
△
朝
顔
(
三
浦
修
吾
)
-
詩
人
の
限
-
△
ち

み
ぎ
り
革
-
△
机
-
類
題
(
八
)

第
三
　
動
物
の
さ
ま
-
ぐ

1
茶
の
句
-
特
徴
を
印
象
的
に
-
無
技
巧
の
技
巧
-
△
も
ず
-
△
金
魚
-

類
題
(
七
)

第
四
　
手
紙

△
二
貝
ケ
浦
か
ら
(
加
能
作
次
郎
)
-
手
紙
は
特
別
の
文
章
で
あ
る
-
A

出
征
中
の
辻
さ
ん
へ
-
△
写
真
屋
へ
-
目
上
の
人
に
上
げ
る
手
紙
-
△
明

兄
さ
ん
へ
-
△
内
地
の
叔
父
さ
ん
へ
ー
△
下
宿
か
ら
父
母
へ
ー
類
題
(
七
)

第
五
　
遠
足

△
今
治
へ
I
要
点
が
浮
び
出
る
や
う
に
-
△
久
里
浜
へ
ー
△
頂
上
ま
で
ー

類
題
(
五
)

第
六
　
葉
書

実
用
の
文
-
筒
に
し
て
要
を
得
る
こ
と
-
公
開
し
て
ゐ
る
つ
も
り
で
I
読

み
易
く
丁
寧
に
-
縦
書
に
せ
よ
-
先
づ
下
着
を
し
て
-
月
日
を
記
入
す
る

こ
と
-
宛
名
は
棺
書
で
分
り
易
く
ー
は
っ
き
り
住
所
姓
名
を
自
署
す
る
こ

と
1
用
意
周
到
I
△
兄
へ
I
A
御
両
親
様
へ
ー
類
題
(
五
)

第
七
　
句
読
法

句
読
法
-
△
金
杓
子
屋
-
△
数
珠
(
薄
田
紀
要
「
茶
話
」
)
-
欧
文
か
ら

転
用
し
た
符
号

第
八
　
夏
休
み

m
:

△
蝉
(
著
者
八
披
則
吉
)
-
自
分
の
体
験
か
ら
新
に
得
た
材
料
で
-
△
売

子
-
△
機
関
車
に
乗
せ
て
買
っ
て
-
△
夏
休
小
品
-
類
題
(
五
)

第
九
　
文
字
上
の
琉

思
想
と
文
字
-
内
容
と
形
式
-
原
稿
の
文
字
-
漢
字
の
誤
字
又
は
類
字
-

仮
名
通
の
誤
謬
-
送
仮
名
-
異
種
の
仮
名

第
十
　
秋

清
新
な
感
じ
-
△
朝
の
道
-
△
初
秋
の
1
日
-
△
雨
の
晴
れ
た
夜
-
類
題

<<)

第
十
一
運
動
潰
技

最
も
熱
狂
し
た
一
場
面
を
選
ん
で
ー
△
運
動
会
-
A
-
レ
I
I
A
走
高
跳

-
△
類
題
(
九
)
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第
十
二
　
伸
び
た
文
と
詰
っ
た
文

△
本
田
重
次
(
著
者
八
政
則
吉
)
-
口
語
文
-
武
道
大
会
I
A
剣
道
大
会

r
a
i
a
闇
圃
ォ
a
サ
:

第
十
三
　
誘
ふ
手
紙
と
贈
る
手
紙

実
用
の
手
紙
と
趣
味
の
手
紙
-
1
誘
ふ
手
紙
-
△
野
球
応
援
に
-
△
水
源

地
の
見
学
に
誘
ふ
-
類
題
一
(
五
)
-
二
物
を
贈
る
手
紙
-
好
意
が
先
方
に

迫
ず
る
や
う
に
-
△
果
物
に
添
へ
て
-
△
写
某
を
贈
る
-
類
題
(
五
)

第
十
四
　
年
賀
状

ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
-
年
賀
状
の
宕
き
方
-
△
先
生
へ
-
△
叔
父
へ
ー
△

祖
母
へ
I
△
名
家
の
年
賀
状
(
石
川
顧
木
・
河
東
碧
括
桐
・
菊
池
幽
芳
)

第
十
五
　
日
記

文
の
熟
達
-
練
習
を
詔
ね
る
こ
と
-
お
役
目
的
の
日
記
-
日
記
と
短
文
-

実
用
の
日
記
と
趣
味
の
日
記
-
生
き
た
人
生
I
A
作
例

第
十
六
　
見
舞
状
と
礼
状

一
見
舞
状
-
暑
さ
・
寒
さ
の
見
舞
-
病
気
見
舞
-
災
害
見
舞
-
類
題
(
五
)

-
二
礼
状
-
早
く
出
す
こ
と
-
礼
も
過
ぎ
れ
ば
却
っ
て
非
礼
に
当
る
-
手

紙
は
心
の
鏡
-
△
叔
父
さ
ん
へ
御
礼
-
類
題
(
三
)

第
十
七
　
敬
語
と
譲
語

敬
語
-
△
先
生
-
△
父
-
譲
語
-
△
い
ろ
は
の
先
生
(
著
者
八
波
則
吉
)

-
類
題
(
三
)

罪
十
八
　
和
歌
と
俳
句

日
本
文
学
の
特
徴
-
真
情
の
流
露
-
中
心
を
何
処
に
置
-
か
-
△
作
例

(
和
歌
・
俳
句
)

附
録
　
1
　
常
用
漢
字
昔
別
表
　
二
　
誤
り
易
い
文
字
上
の
琉

以
上
(
各
巻
の
内
容
は
'
各
課
ご
と
に
'
主
題
(
文
章
作
法
・
文
章
形
態
・

文
章
材
料
<
内
容
∨
)
に
関
し
て
の
文
語
・
文
例
・
類
題
か
ら
組
み
立
て
ら
れ

て
い
た
。
文
話
の
中
に
も
へ
既
成
の
作
家
等
の
文
章
や
作
品
が
例
文
と
し
て
採

ら
れ
て
い
る
し
、
文
例
に
も
生
徒
の
作
文
例
・
作
品
例
の
は
か
、
専
門
家
の
文

茸
・
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
「
中
等
新
作
文
」
に
は
'
編
著
者
八
政
則
富

民
の
自
作
の
文
言
も
採
録
さ
れ
て
い
た
。
(
△
印
は
作
例
を
示
す
。
)

い
ま
、
三
種
類
の
巻
一
の
構
成
を
'
課
単
位
で
比
べ
て
み
る
と
'
つ
ぎ
の
と

お
り
で
あ
る
。「

新
制
中
等
作
文
」

巻
一

「
現
代
中
等
新
作
文
」

巻
1

「
中
等
新
作
文
」
巻
一

文
を
作
る
に
は

入
学

花遠
足

物
を
見
つ
め
て

動
物
の
さ
ま
人
L
l
、

手
紙
葉
書
文
に
つ
い
て

夏
休
み

句
読
法

写
真
と
絵
と
文
と

釈整
っ
た
文

心
の
す
が
た

入
学

手
紙

遠
足
物
を
見
つ
め
て

動
物
の
さ
ま
～
川
＼

花葉
書
文
に
つ
い
て

句
読
法

夏
休
杏

写
真
と
絵
と
文
と

秋運
動
競
技

心
の
か
ゞ
み

物
を
見
つ
め
て

動
物
の
さ
ま
ん
＼

手
紙

遠
足
非
番

句
読
法

夏
休
杏

文
字
上
の
析

S運
動
競
技

伸
び
t
文
と
詰
っ
た
文

的
・
i
∴
'
」
+
i
&
*
f
*
一
札
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酌
図
M
*
.

誘
ふ
、
贈
る
'
見
舞
ふ

年
賀
状

日
記
物
に
成
っ
て

息
ひ
出

童
謡

l
自
然
と
人
事

二
常
用
漢
字
音
別
麦

文
字
上
の
椛

誘
ふ
手
紙
と
贈
る
手
紙

年
賀
状

日
記

見
舞
状
と
礼
状

物
に
成
っ
て

電
報

l
」
ォ
ー
t
f
い
又
芋
上
の
鑑

二
常
用
瑛
字
音
別
表

年
賀
状

日
記
見
舞
状
と
礼
状

敬
語
と
讃
語

和
歌
と
俳
句

t
常
用
淡
字
音
別
表

〓
誤
・
・
,
易
i
文
字
上
の
現

分
立
と
し
て
は
'
「
新
制
中
等
作
文
」
　
(
昭
和
5
)
巻
1
が
本
文
・
附
録
あ

わ
せ
て
'
菊
判
一
七
五
ペ
ー
ジ
、
「
現
代
中
等
新
作
文
」
(
昭
和
1
0
)
巻
1
が
本

文
・
附
録
あ
わ
せ
て
'
菊
判
l
七
六
ペ
ー
ジ
へ
　
「
中
等
新
作
文
」
　
(
昭
和
1
5
)

巻
一
も
'
本
文
・
附
銀
あ
わ
せ
て
、
菊
判
1
七
六
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

各
課
の
配
列
は
、
三
種
類
と
も
、
入
学
当
初
I
・
夏
休
み
1
第
二
学
期
(
釈
)

1
正
月
I
と
い
う
よ
う
に
'
学
校
行
事
・
季
節
の
推
移
を
考
慮
に
入
れ
て
な
さ

れ
て
い
る
。

≡

前
掲
三
種
類
の
作
文
教
科
書
の
う
ち
、
「
現
代
中
等
新
作
文
」
全
五
巻
(
昭

御
l
o
)
を
例
と
し
て
'
巻
二
か
ら
巻
五
ま
で
の
構
成
を
示
す
と
、
つ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
。

L
～
　
「
現
代
中
等
新
作
文
」
(
昭
和
1
0
)
巻
二
の
構
成

第
1
　
春

△
蝶
の
こ
と
ば
I
△
進
級
し
て
I
△
高
き
に
登
る
-
△
新
入
当
時
が
懐
か

し
い
-
類
題
(
A
)

第
二
　
写
生

写
生
又
は
ス
ケ
ッ
チ
ー
△
鯉
の
ぼ
り
-
特
徴
を
つ
か
め
-
△
試
合
-
△
老

い
た
カ
ー
燕
村
の
句
-
△
芽
-
△
燕
-
△
雄
雷
-
△
青
空
を
飛
ぶ
-
類
題

(七)

第
三
　
家
族
の
一
人

随
意
遥
題
か
課
題
か
-
△
僕
の
親
父
1
△
弟
-
△
兄
-
類
題
(
1
三
)

第
四
　
問
合
せ
の
手
紙
と
通
知
の
手
紙

一
問
合
せ
の
手
紙
-
△
住
所
の
問
合
せ
-
△
書
物
の
有
無
を
問
合
せ
る
-

△
差
支
の
有
無
に
つ
き
問
合
せ
る
-
△
右
の
返
事
-
類
題
(
五
)
-
二
通

知
の
手
紙
-
△
転
居
の
し
ら
せ
I
△
安
着
の
し
ら
せ
-
△
父
の
病
気
を
兄

に
知
ら
す
-
類
題
(
五
)

第
五
　
ぽ
っ
と
出
主
義

ぽ
っ
と
出
主
義
-
実
用
の
文
i
)
趣
味
の
文
-
ぽ
っ
と
引
込
め
る
主
義
I
A

完
成
へ
-
△
安
堵
-
△
足
-
△
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
ー
類
題
(
T
O
)

第
六
　
真
に
迫
る

物
真
似
師
と
田
舎
者
I
眉
に
迫
る
-
△
笥
-
桧
空
呂
-
△
塀
雨
-
△
夕
立

1
△
葛
に
見
る
-
△
人
気
者
-
類
題
(
I
 
I
)

第
七
　
近
況
を
知
ら
す
手
紙

「
倫
敦
消
息
」
　
(
夏
目
瀬
石
)
I
△
旅
の
父
へ
-
△
故
郷
の
母
へ
-
類
題

(五)

第
八
　
日
分
を
あ
ら
は
せ

名
文
と
は
何
か
-
自
分
を
あ
ら
は
せ
ー
初
一
念
を
貴
ベ
ー
ム
正
男
の
日
記

-
独
自
的
の
事
実
-
△
T
h
a
n
k
y
o
u
-
△
弁
論
大
会
-
△
祖
母
の
死
-

24



類
題
(
I
 
1
)

第
九
　
敬
語
と
謙
語

敬
語
I
A
先
生
1
△
夕
食
の
と
き
-
謙
語
-
△
先
生
-
△
先
生
-
△
名
文

の
手
紙
-
類
題
(
七
)

第
十
　
注
文
と
依
頼

一
注
文
の
手
紙
-
△
雑
誌
の
注
文
-
△
撃
剣
道
具
の
注
文
-
△
見
本
の
注

文
1
・
類
題
(
四
)
-
二
依
頼
の
手
紙
-
△
在
京
の
友
に
買
物
を
頼
む
-
A

医
師
に
来
診
を
頼
む
-
類
題
(
六
)

第
十
1
　
文
の
統
一

思
想
の
統
1
-
文
章
と
金
米
糖
-
文
の
主
想
-
詞
註
-
△
秋
祭
-
△
経
験

と
想
像
-
文
体
の
統
一
-
△
し
ゃ
く
に
さ
は
つ
た
こ
と
二
つ
I
A
幸
福
-

米
の
飯
に
ま
じ
つ
て
ゐ
る
砂
の
や
う
ー
類
題
(
九
)

第
十
二
　
秋
の
虫

虫
の
文
学
-
△
茶
立
虫
(
薄
田
泣
董
)
-
△
琉
帥
-
△
赤
と
ん
ぼ
I
A
馬

追
-
△
蓑
虫
-
類
題
(
七
)

第
十
三
　
歳
碁
か
ら
新
年
へ

歳
の
碁
と
正
月
-
△
寄
せ
昏
-
△
赤
字
の
年
末
-
類
題
(
七
)

第
十
四
　
整
っ
た
文

順
序
よ
-
述
べ
る
こ
と
-
統
1
あ
る
こ
と
-
△
楽
地
(
幸
田
露
伴
)
I
A

顔
-
△
何
れ
か
長
何
れ
か
短
I
A
涙
-
類
題
(
五
)

第
十
五
　
伝
説

△
大
根
川
-
△
長
峯
村
の
人
柱
-
類
遊
(
五
)

弟
十
六
　
候
文

相
手
を
知
る
-
△
手
紙
五
例
(
藤
岡
東
国
)
-
候
文
の
用
-
候
文
の
様
式

-
候
文
を
書
く
者
の
常
弊

附
銀
　
l
　
手
紙
用
語
例
　
二
　
常
用
瑛
字
音
別
表

㍗
　
「
現
代
中
等
新
作
文
」
　
(
昭
和
1
0
)
巻
三
の
構
成

第
一
文
は
人

文
は
人
な
り
I
A
「
伐
は
か
う
恩
ふ
」
-
人
格
の
反
映
-
文
章
の
基
提
-

輸
圏
l
&
t
,

第
二
　
天
象
地
象

-
山
し
.
薫
-
▲
北
"
,
'
~
.
'
-
'
*
s
　
△
草
し
い
高
山
の
蛸
-
t
l

題
(
九
)

第
三
　
夢

夢
十
夜
-
更
級
日
記
I
A
夢
〔
T
〕
-
ム
夢
〔
二
〕
-
△
夢
〔
三
〕
-
A

夢
の
旅
-
類
題
(
三
)

第
四
　
断
り
の
手
紙
と
詫
び
の
手
紙

1
断
り
の
手
紙
-
露
骨
を
避
け
る
こ
と
-
E
曲
法
-
△
誘
引
を
断
る
-
A

新
築
視
不
参
の
断
り
-
類
題
(
五
)
-
二
詫
び
の
手
紙
-
至
誠
の
発
富
-

手
紙
は
人
格
の
表
現
-
△
無
駄
足
を
さ
せ
た
わ
び
-
△
粗
製
晶
に
つ
い
て

の
弁
解
-
△
違
約
の
わ
び
-
類
題
(
三
)

第
五
　
和
歌
・
俳
句
か
ら
文
へ

和
歌
と
俳
句
-
主
想
を
握
へ
よ
1
△
生
徒
作
の
鑑
質
文
(
三
)
-
類
題

(
和
歌
・
俳
句
各
三
)

第
六
　
故
郷

味
木
の
歌
I
△
我
が
里
-
△
ふ
る
さ
と
-
△
五
泉
の
ほ
こ
り
-
類
鼠
(
五
)

第
七
　
対
話

独
演
体
の
文
章
-
独
演
か
ら
対
話
へ
ー
△
床
屋
(
夏
目
淑
石
「
草
枕
」
)

-
対
話
の
呼
吸
-
台
詞
渡
-
ム
兄
弟
1
ム
二
人
の
児
童
-
類
題
(
七
)
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第
八
　
旅

見
聞
を
広
め
よ
-
叙
景
と
個
性
-
△
初
夏
の
雲
仙
(
著
者
八
披
則
吉
)
I

A
中
禅
寺
湖
-
全
長
山
-
△
江
の
島
-
△
旅
の
印
象
-
類
題
(
I
 
I
)

第
九
　
招
待
の
手
紙

△
招
待
状
(
八
政
則
富
民
宛
)
-
△
同
返
事
-
招
待
状
に
必
要
な
条
件
-

儀
式
用
の
招
待
状
-
△
祭
礼
に
招
く
ー
△
米
寿
の
祝
に
招
-
1
△
右
の
返

事
-
△
新
築
移
転
の
披
露
-
類
題
(
五
)

第
十
　
伝
記

△
母
の
鞭
柾
(
若
者
八
波
則
吉
)
-
△
ム
ッ
ソ
-
-
ニ
ー
△
フ
ォ
ー
ド
ー

ム
少
年
職
工
-
期
題
(
五
)

第
十
一
息
ひ
出

△
玩
具
の
舟
(
西
条
八
十
)
-
過
去
の
追
憶
-
追
憶
は
詩
で
あ
る
ー
△
幼

時
の
恩
ひ
出
(
著
者
八
波
則
吾
)
-
△
思
ひ
出
〔
ニ
ー
△
思
ひ
出
目
二
〕

I
類
題
(
三
)

第
十
二
　
催
促
の
手
紙

売
l
嘉
未
に
　
昌
業
-
△
寄
附
金
の
催
促
-
△
代
金
支
払
の
催
促
-
類
題

(三)

第
十
三
　
春
待
つ
心

△
暖
い
雨
(
島
崎
藤
村
)
-
△
春
-
類
題
(
五
)

第
十
四
　
都
会
と
田
舎

△
都
会
と
田
舎
(
萩
原
朔
太
郎
)
I
A
都
会
の
デ
ッ
サ
ン
田
舎
の
ス
ケ
ッ

チ
-
類
題
(
五
)

第
十
五
　
体
験
を
語
る

△
生
徒
作
-
△
熱
中
の
快
昧
-
△
汗
の
体
験
-
△
柔
道
-
類
題
(
五
)

肘
録
　
l
　
自
然
と
人
事
　
二
　
常
用
漢
字
音
別
表

〃
2
「
現
代
中
等
新
作
文
」
(
昭
和
1
0
)
巻
四
の
構
成

第
1
自
己
を
見
つ
め
て

千
古
の
i
'
.
-
a
n
己
に
-
△
・
*
J
'
-
.
-
△
^
'
n
c
:
の
心
蛸
Z
r
l
化
-
類
比

(
1
二
、
二
の
巻
か
ら
、
類
題
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
へ
○
自
己
(
昭
和

六
・
静
高
)
の
よ
う
に
'
高
等
謡
学
校
の
入
学
試
験
に
出
題
さ
れ
た
'
作

文
の
題
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
)

第
二
i
'
J
'
z

-
t
x
-
t
e
^
ト
∵
o
f
r
'
i
:
丁
△
文
」
・
'
頼
‥
力
に
k
-
_
ん
だ
>
-
/
i
:
;
△
.
L
T

を
通
し
て
1
期
思
(
〓
)

第
三
詩
を
文
に

そ
の
場
面
を
は
っ
き
り
認
め
よ
-
△
詩
集
の
中
か
ら
(
井
上
康
文
)
-
A

そ
の
感
想
文
-
△
私
の
村
(
尾
崎
喜
八
)
-
△
そ
の
感
想
文
-
△
一
軒
家

(
三
木
露
凪
)
-
△
そ
の
感
想
文
I
類
題
(
富
田
砕
花
・
野
口
米
次
郎
両

氏
の
詩
)

搾
四
勧
誘
と
申
込

1
‥
二
.
-
△
△
‥
‥
'
.
-
I
-
蝣
△

誘
-
二
申
込
の
手
紙
-
△
広
告
掲
載
の
申
込
-
△
古
物
を
悟
り
に
-
類
題

(
四
)

第
五
人
物
描
写

一
代
糾
一
半
-
1
1
芋
川
丁
>
,
U
-
"
"
.
'
川
#
o
s
y
<
-
読

情
・
挙
動
・
慨
だ
虻
の
描
写
I
三
内
面
相
写
-
内
山
描
写
又
は
心
理
描
写
-

I
A
男
軽
々
相
I
湖
題
(
七
)

第
六
名
文
を
写
せ

作
者
が
筆
者
に
乗
り
移
る
I
A
土
(
長
堀
節
)
-
類
題
(
七
)

第
七
結
論
か
ら
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先
づ
結
論
か
ら
言
へ
1
1
△
吾
が
噂
好
I
△
第
三
の
文
明
-
△
背
年
の
本

債
-
類
題
(
九
)

第
八
　
慰
め
と
激
励
の
手
紙

△
年
少
の
友
へ
送
る
手
紙
-
△
慰
問
状
I
△
受
験
準
備
中
の
友
を
撤
励
す

る
文
-
類
題
(
六
)

第
九
　
文
章
の
山

△
九
十
九
里
(
徳
富
薗
花
)
-
△
銃
剣
-
△
彫
物
の
欠
点
-
△
相
撲
-
類

題
(
九
)

神
聖
丁
　
読
後
の
感

△
「
文
鳥
」
を
読
ん
で
1
△
故
近
に
読
ん
だ
本
-
類
題
(
七
)

第
十
1
　
余
出
余
情

想
像
の
余
地
I
△
花
十
二
題
-
△
秋
五
題
-
類
題
(
1
0
)

第
十
二
　
祝
と
悔
み

一
視
の
手
紙
-
△
合
格
を
祝
ふ
(
大
町
桂
月
)
-
△
赤
ん
坊
が
生
れ
て
お

目
出
寧
っ
(
夏
日
淑
石
)
-
△
卒
業
生
を
送
る
-
二
悔
み
の
手
紙
-
△
御

霊
前
に
(
有
島
武
郎
)
「
△
追
悼
の
吟
に
添
へ
て
(
尾
崎
紅
葉
)
-
類
題

(五)

第
十
三
　
文
に
成
る
ま
で

△
三
人
の
腿
(
著
者
八
波
則
富
)
1
換
骨
奪
胎
-
△
河
内
の
里
-
類
題

(
四
'
た
だ
し
'
こ
れ
ら
は
入
試
に
出
題
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
)

第
十
四
　
原
書
と
届
書

ム
書
式
(
八
例
)

附
録
一
高
等
諸
学
校
入
学
試
験
作
文
文
題
類
別
表
　
二
　
常
用
漢
字
昔

別
表

〃
2
　
「
現
代
中
等
新
作
文
」
　
(
昭
和
1
0
)
巻
五
の
構
成

罪
-
人
生

△
人
生
は
ア
ー
ム
輝
か
し
皇
別
途
1
△
芽
-
類
題
(
九
、
類
題
の
出
所
は

'
巻
四
の
ば
あ
い
に
同
じ
。
)

第
二
　
肉
親
の
賦

△
親
-
△
父
-
類
題
(
四
)

第
三
　
大
家
の
苦
心

芭
蕉
の
苦
心
-
△
推
敵
-
△
1
茶
と
蛙
-
類
題
(
二
)

第
四
　
忠
告
の
手
紙

忠
告
の
手
紙
の
雷
き
方
-
△
弟
に
忠
告
す
る
手
紙
I
A
心
を
大
き
-
せ
よ

-
△
百
年
を
諭
す
-
類
題
(
五
)

第
五
　
学
術
を
説
く

△
地
球
の
心
は
措
け
た
鉄
と
ニ
ッ
ケ
ル
ー
△
数
理
-
△
自
由
律
短
歌
に
就

い
て
ー
類
題
(
1
0
)

第
六
　
偶
感

△
心
と
心
-
△
雑
記
帳
か
ら
-
類
題
(
七
)

第
七
　
文
の
背
景

△
忘
れ
え
ぬ
人
々
(
国
木
田
独
歩
)
其
の
1
-
其
の
ニ
ー
其
の
三
-
背
景

と
事
件
と
の
調
和
-
△
試
験
勉
強
I
A
追
憶
-
類
題
(
三
)

節
八
　
紹
介
状

△
　
　
言
　
　
　
△
　
　
　
　
△
i
"
-
'
i
l
¥
-
r
.
'
-
*
∴
「
・
汀
「
,
.
㍉
-
-
"
T

題
(
五
)

第
九
　
文
体
の
種
類
〔
こ

蔓
柑
体
と
簡
潔
体
1
△
波
の
音
(
国
木
田
独
歩
)
-
△
武
蔵
野
(
国
木
田

独
歩
)
-
△
落
柴
(
島
崎
藤
村
)
-
△
ス
キ
ー
-
類
淀
(
八
)

第
十
　
文
体
の
種
類
〔
二
〕
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乾
燥
体
と
撃
茄
伍
I
A
浮
雲
-
類
題
(
五
)

夢
十
一
文
体
の
種
類
〔
三
〕

情
感
の
文
と
和
解
の
文
-
△
知
と
愛
(
西
田
幾
多
郎
)
-
△
責
任
観
念
1

A
武
道
精
神
-
類
題
(
六
)

第
十
二
　
卒
業
を
前
に
し
て
の
手
紙

ム
履
歴
書
を
送
る
に
添
へ
て
I
A
前
途
の
た
め
に
-
類
題
(
六
)

第
十
三
　
作
者
の
位
置

事
件
と
作
者
と
読
者
-
説
明
体
-
△
十
年
後
の
我
-
自
叙
伝
体
-
△
十
年

後
の
あ
る
日
-
説
朋
体
と
自
叙
伝
体
と
の
優
劣
-
説
明
体
が
自
叙
伝
体

に
移
る
ま
で
の
階
梯
-
院
化
法
-
現
在
法
-
対
話
法
-
対
話
挿
入
の
説
明

体
-
作
者
の
気
転
-
類
題
(
五
)

第
十
四
　
世
界
の
一
人
と
し
て

ム
中
華
民
国
中
学
生
に
送
る
苔
-
△
太
平
洋
I
類
題
(
六
)

第
十
五
　
履
歴
書

夢
十
六
　
式
辞

△
創
立
十
周
年
記
念
式
祝
辞
I
A
弔
辞
-
△
卒
業
式
答
辞
I
類
題
(
五
)

附
録
　
t
　
高
等
諸
学
校
入
学
試
験
作
文
文
題
類
別
衷
　
二
　
常
用
漠
字
音

K
^

上
乗
掲
げ
た
巻
T
か
ら
巻
玉
ま
で
の
「
現
代
中
等
新
作
文
」
の
各
課
の
題
目

を
表
示
す
る
と
'
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

入
学
手
紙
遠
足
物
を
見
つ
めて

動
物
の
さ
ま

ぐ
ー

花葉
書
文
に
つ
い
て

句
読
法

夏
休
杏

写
真
と
桧
と
文
と

釈運
動
穀
技

文
字
上
の
研

誘
ふ
手
紙
と

贈
る
手
紙

年
m
状

日
記
見
舞
状
と
礼状

物
に
な
っ
て

写
生
家
族
の
一
人

問
い
へ
L
t
C
-
-
:
-
S

L
"
H
7
C
:
-
:
-
u
:

ぽ
っ
と
出
主m

員
に
迫
る

近
況
を
知
ら

す
手
紙

自
分
を
あ
ら

は
せ

敬
語
と
譲
語

注
文
と
依
和

文
の
統
1

秋
の
虫

歳
暮
か
ら
新

年
へ

瑠

試

S

3

伝
説
候
文

E
C
i
f
U
因

f
e

S

'

S

*

1

爪

と

1

1

b
の
手
紙

和
歌
・
俳
句

か
ら
文
へ

故
郷
対
話

樵招
待
の
手
紙

伝
記

思
ひ
出

催
促
の
手
紙

春
待
つ
心

都
会
と
田
舎

体
験
を
語
る

電

報

　

「

-

含

蓄

詩

を

文

に

勧

誘

と

申

込

人

物

描

写

名

文

を

写

せ

結

論

か

ら

慰

め

と

激

励

の

手

紙

文

章

の

山

読

後

の

感

K

r

a

g

f

。

a

r

a

z

s

E

f

i

n

a

旧

祝

と

悔

み

文
・a

成

で豊

願
書
と
届
書

肉
親
の
駿

大
家
の
苦
心

忠
告
の
手
紙

学
術
を
説
-

偶
感

文
の
背
景

紹
介
枕

式　履　世　作し卒　文　文　文
者て業　体　体　体
ののを=)のClの/「の

i,:てi':}-;,--i　詩pi

-28-

「
現
代
中
等
新
作
文
」
全
五
巻
は
'
計
八
1
課
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、



そ
の
内
容
は
'

-
作
文
の
基
礎
事
項
の
系
列
(
句
読
法
'
文
の
統
一
'
文
章
の
山
、
文
の

背
景
'
文
体
の
種
類
な
ど
)
約
二
〇
課

-
　
文
章
作
法
(
宙
か
せ
か
た
)
の
系
列
(
物
を
見
つ
め
て
'
物
に
な
っ

て
'
写
生
'
読
後
の
感
な
ど
)
約
二
〇
課

l
　
文
章
の
素
材
・
内
容
の
系
列
(
入
学
、
遠
足
、
家
族
の
一
人
'
春
待
つ

心
'
世
界
の
1
人
と
し
て
な
ど
)
約
二
〇
課

Ⅳ
　
手
紙
な
ど
実
用
文
に
関
す
る
系
列
(
各
種
手
紙
の
ほ
か
'
電
報
、
式

辞
'
履
歴
番
、
願
宙
と
届
番
な
ど
)
約
二
〇
課

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
「
現
代
中
等
新
作
文
」
全
五
巻
の
内
容
は
、
か
な
り

に
豊
か
で
ぁ
っ
て
、
そ
の
組
紙
の
骨
組
み
も
確
か
で
あ
り
'
文
語
・
実
例
(
坐

徒
作
)
・
範
例
(
編
者
お
よ
び
専
門
家
)
・
類
題
な
ど
も
巧
み
に
組
み
合
わ
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四

前
掲
会
五
巻
所
収
八
一
課
の
中
で
、
異
色
な
の
は
'
巻
二
第
五
課
の
「
ぽ
っ

と
出
主
義
」
で
あ
る
。
こ
の
課
は
'
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
述
さ
れ
て
い
る
。

趣
味
の
文
章
は
「
ぽ
っ
と
出
主
義
」
が
面
白
い
や
う
で
あ
る
。

ぽ
っ
と
出
主
義
・
・

と
は
屈
ん
で
字
の
如
く
ぽ
っ
と
出
る
主
義
で
あ
る
。
読
者
に
何
等
の
予
期
を
与

ヽ

　

ヽ

へ
ず
へ
恩
ひ
寄
ら
な
い
辺
か
ら
ぽ
っ
と
書
き
出
す
主
義
で
あ
る
。

萩
の
根
本
へ
飛
び
込
ん
だ
ポ
ー
ル
を
拾
は
う
と
し
た
僕
は
、
恩
は
ず
「
あ
っ
」

と
叫
ん
だ
。

変
な
も
の
が
ゐ
る
。

か
う
魯
き
出
さ
れ
る
と
'
一
体
こ
れ
は
何
を
昏
い
た
も
の
で
あ
ら
う
と
'
是

非
と
も
そ
の
先
を
読
ん
で
見
た
く
な
る
。

そ
の
つ
ゞ
き
は
か
う
で
あ
る
。

よ
く
見
る
と
大
き
な
碁
だ
。
ポ
ー
ル
は
丁
度
要
の
そ
ば
に
あ
る
の
で
、
気
味

が
悪
く
て
手
が
出
せ
な
い
O
早
く
動
か
な
い
か
と
脱
め
つ
け
て
や
っ
た
が
'

び
く
と
も
し
な
い
で
'
却
っ
て
僕
の
顔
を
況
め
て
ゐ
る
。
「
お
ー
い
、
ど
う

し
た
u
球
投
げ
の
相
手
の
友
の
声
だ
。
僕
は
返
事
も
し
な
い
で
裏
を
見
て
ゐ

る
。
そ
し
て
「
ポ
ー
ル
が
飛
ん
で
来
て
も
'
人
間
が
院
め
て
も
勇
敢
に
動
か

な
い
。
碁
は
偉
い
も
の
だ
U
と
僕
は
感
心
し
た
時
、
や
つ
と
少
し
預
を
も
た

げ
た
。
そ
れ
か
ら
相
変
ら
ず
梯
柄
な
顔
つ
き
で
悠
然
と
動
き
出
し
た
。
僕
は

ポ
ー
ル
を
拾
う
こ
と
も
忘
れ
て
'
ぼ
ん
や
り
と
彼
を
見
送
っ
た
。
(
宮
地
生
)

こ
れ
で
終
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
に
'
ぽ
っ
と
出
し
ぬ
け
に
審
き
出
し
て
読

者
の
心
を
揃
へ
る
の
が
、
所
謂
ぽ
っ
と
出
主
義
で
あ
る
。

も
し
こ
の
文
が
'

ポ
ー
ル
の
飛
ん
だ
萩
の
根
本
に
、
大
き
な
毒
が
ゐ
た
。
-
-

と
で
も
書
き
出
し
て
あ
っ
た
ら
ど
う
で
あ
ら
う
。
す
っ
か
り
読
者
の
好
奇
心
を

千救
い
で
し
ま
っ
て
、
全
く
平
凡
な
文
に
な
っ
た
で
あ
ら
う
。

富
士
一
つ
埋
み
残
し
て
若
葉
か
な
　
蕪
村

,

,

　

　

　

　

　

　

　

　

n

寺

人

で

ぬ
っ
と
富
士
山
が
若
葉
の
中
に
身
を
挺
出
て
ゐ
る
雄
姿
が
'
如
何
に
も
若

葉
の
若
々
し
い
「
力
」
を
語
っ
て
ゐ
る
や
う
で
、
痛
快
な
句
で
あ
る
。
富
士
山

と
い
へ
ば
、
初
め
て
西
の
国
か
ら
上
京
し
た
時
、
静
岡
県
へ
か
ゝ
つ
て
間
も
な

-
ン
*
ル

く
t
 
I
つ
の
隠
退
を
出
た
瞬
間
駿
河
湾
を
隔
て
～
遥
か
に
富
士
の
雄
峯
を
望

ん
で
'
思
わ
ず
脱
帽
し
た
事
を
憶
ひ
出
す
。
富
士
山
、
富
士
山
へ
そ
れ
は
出
立

前
か
ら
念
所
を
離
れ
ぬ
期
待
で
あ
っ
た
が
'
ま
さ
か
此
処
か
ら
拝
め
よ
う
と

は
、
仝
-
息
ひ
も
よ
ら
ぬ
「
ぽ
っ
と
出
主
義
」
の
実
現
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
「
ぽ
っ
と
出
主
義
」
の
文
章
は
、
〓
折
直
ち
に
其
味
を
解
す
る
訳
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に
行
か
な
い
場
合
が
間
々
あ
る
。
従
っ
て
忙
し
い
人
に
は
不
向
で
あ
る
。
至
急

の
用
件
に
は
無
論
駄
目
で
あ
る
。

文
を
大
別
す
れ
ば
t

H
　
実
用
の
文

q
　
趣
味
の
文

の
二
種
類
と
な
る
。
実
用
の
文
は
主
に
智
に
訴
へ
趣
味
の
文
は
主
に
情
に
訴
へ

る
。
智
に
訴
へ
る
も
の
は
同
感
を
求
め
る
O
理
解
を
求
め
る
為
に
は
明
断
を
貿

び
'
同
感
を
惹
-
為
に
は
刺
戯
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
で
「
趣
味
の
文
章
は
ぽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

っ
と
出
主
義
が
面
白
い
U
と
、
わ
ざ
と
「
趣
味
の
文
章
」
と
条
件
付
に
し
た
の

で
あ
る
。
要
は
適
所
に
適
法
を
当
飲
め
る
に
あ
る
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ぽ
っ
と
出
た
文
章
は
'
又
ぽ
っ
と
引
込
め
た
い
も
の
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

そ
の
文
は
簡
潔
に
片
づ
き
'
し
か
も
印
象
は
つ
よ
く
な
る
。
前
の
「
甚
」
の
文

,も、
僕
は
ポ
ー
ル
を
拾
ふ
こ
と
も
忘
れ
て
、
ぼ
ん
や
り
と
彼
を
見
送
っ
た
。

と
、
ぽ
っ
と
引
込
め
た
と
こ
ろ
に
、
余
韻
が
こ
も
っ
て
ゐ
る
。
(
同
上
宙
巻

二
'
三
六
-
四
〇
ペ
)

わ
た
く
L
は
'
昭
和
八
年
(
1
九
三
三
)
四
月
か
ら
昭
和
1
三
年
(
1
九
三

A
)
三
月
ま
で
'
旧
制
中
学
校
で
学
ん
だ
ひ
と
り
で
あ
る
が
、
当
時
、
作
文
の

時
間
に
、
担
当
の
国
語
科
の
先
生
か
ら
、
「
ぽ
っ
と
出
主
義
」
と
い
う
こ
と
ば

を
聴
い
た
お
ぼ
え
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
ば
の
出
所
は
、
八
波
則
吉
氏
の
所
論
に

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
'
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
八
波
則
吉
氏
は
'
同
じ
巻
二
巻
三
「
家
族
の
1
人
」
に
お
い
て
'
「
随

意
選
敵
か
課
題
か
」
の
問
題
に
言
及
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
迷
べ
て
い
る
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

元
来
'
文
章
を
上
手
に
書
く
や
う
に
な
る
に
は
'
随
意
選
題
が
よ
い
か
'

ヽ

　

ヽ

課
題
が
よ
い
か
1
こ
れ
は
我
が
国
の
文
章
界
で
随
分
や
か
ま
し
い
問
題
に
な

っ
て
ゐ
る
が
'
ど
ち
ら
に
も
一
長
一
短
が
あ
る
。
今
、
課
題
の
長
所
を
い
へ

ば
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

第
一
皆
が
同
一
題
目
で
書
い
て
ゐ
る
か
ら
、
成
績
の
甲
乙
が
は
っ
き
り
分

る
O
例
え
ば
「
家
族
の
一
人
」
と
い
ふ
題
が
課
せ
ら
れ
れ
ば
'
酋
「
家
族

の
1
人
」
と
い
ふ
狭
い
顧
園
内
で
文
を
作
る
か
ら
へ
十
人
十
色
'
千
人
千

種
の
随
意
選
題
に
比
す
れ
ば
'
出
来
不
出
来
が
は
っ
き
り
分
る
。
で
'
選

抜
試
験
の
や
う
に
等
差
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
課
題
に
限

ら
れ
て
ゐ
る
。

第
二
　
作
者
に
取
っ
て
、
今
度
は
何
事
を
雷
か
う
?
　
あ
れ
に
し
よ
う
か
、

こ
れ
に
し
よ
う
か
と
へ
執
筆
前
に
時
間
を
空
費
す
る
こ
と
な
く
へ
専
心
一
題

に
没
頭
し
て
忍
を
組
め
る
便
利
が
あ
る
。
随
意
選
題
又
は
自
由
作
は
、
名

は
随
意
で
あ
り
自
由
で
あ
つ
て
も
'
そ
の
実
は
余
り
に
範
囲
が
広
す
ぎ

て
、
却
っ
て
不
自
由
を
感
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

墾
二
　
成
杭
発
表
の
際
へ
作
者
自
身
に
自
作
の
地
位
を
知
ら
せ
'
反
省
の
損

金
を
与
へ
る
。
「
家
族
の
一
人
」
の
場
合
に
就
い
て
い
ふ
な
ら
ば
へ
多
く

は
父
・
母
・
叔
父
・
兄
・
姉
・
弟
な
ど
に
就
い
て
苔
く
か
ら
、
発
表
さ
れ

た
成
績
に
由
っ
て
'
作
者
自
身
に
'
自
作
と
他
作
と
の
比
較
が
出
来
る
。

即
ち
、
自
分
が
番
い
た
「
弟
」
は
'
秀
逸
作
と
せ
ら
れ
た
「
弟
」
に
比
し

て
'
何
処
に
欠
点
が
あ
っ
た
か
?
な
ど
と
内
省
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ

れ
が
非
常
に
大
切
な
練
習
と
湖
り
又
侶
養
と
な
る
も
の
で
、
茄
初
に
見
た

時
は
、
自
作
の
方
が
秀
逸
作
よ
り
も
よ
い
や
う
に
思
は
れ
る
こ
と
も
あ
ら

う
が
、
気
を
落
ち
つ
け
て
、
虚
心
坦
懐
に
見
直
す
時
は
'
お
の
づ
か
ら
発

表
さ
れ
た
他
作
の
優
秀
な
所
以
を
会
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
が
作

者
に
取
っ
て
課
題
作
が
与
へ
る
最
大
の
利
得
で
あ
る
と
思
ふ
。
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総
じ
て
、
自
分
で
苦
し
ま
な
け
れ
ば
、
他
人
の
苦
し
み
は
分
ら
な
い
も
の
で

あ
る
。
自
分
が
考
へ
て
も
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
、
他
人
が
見
事
に
追
っ
て
退

け
て
ゐ
る
と
か
へ
自
分
も
相
当
に
深
-
考
へ
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
他
人
の
方

ヽ
ヽ

が
よ
り
深
-
考
へ
て
ゐ
る
と
か
恩
ひ
当
っ
て
、
心
中
秘
か
に
敬
意
を
払
ふ
こ
と

は
、
修
養
上
に
も
亦
大
切
な
事
で
あ
る
。
(
同
上
書
巻
二
、
一
九
～
二
一
ペ
)

随
意
選
題
(
芦
田
恵
之
助
の
提
唱
に
か
か
る
)
か
課
題
(
練
習
目
的
論
)

(
友
納
友
次
郎
の
主
張
に
か
か
る
)
か
の
論
争
は
、
す
で
に
大
正
中
期
か
ら
初

等
綴
り
方
教
授
界
に
お
い
て
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
八
披
則
吉
氏
は
'

そ
れ
ら
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
長
短
を
冷
静
に
見
き
わ
め
る
立
場
か
ら
、
課
題

方
式
の
長
所
を
指
摘
し
'
支
持
し
て
い
る
。
も
と
も
と
中
等
作
文
教
科
書
は
、

課
題
方
式
を
拠
点
と
し
て
成
り
立
っ
て
お
り
へ
そ
こ
か
ら
応
用
・
発
展
が
図
ら

れ
て
い
た
。

五

さ
て
、
「
現
代
中
等
新
作
文
」
　
(
昭
和
1
0
)
巻
四
・
巻
五
に
は
、
附
録
と
し

て
'
「
欄
謡
郎
佼
作
文
文
題
類
別
表
」
が
収
め
て
あ
っ
た
。
旧
制
高
等
学
校
・
専

門
学
校
の
入
学
試
験
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
作
文
の
文
題
を
、
H
自
然
を
主
と
す

る
問
墾
臼
自
己
を
中
心
と
す
る
問
題
へ
日
国
家
社
会
を
中
心
と
す
る
問
題
印

道
徳
修
養
に
関
す
る
問
題
、
田
感
想
評
論
等
の
問
題
、
内
手
紙
の
文
へ
佃
雑
の

七
つ
に
わ
け
て
、
昭
和
年
間
の
も
の
に
限
っ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
渇
の
で
あ
る
。

い
ま
、
そ
れ
ら
を
類
別
順
に
掲
げ
る
と
'
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

H
　
自
然
を
主
と
す
る
問
題

○
煙
(
京
城
工
、
昭
和
2
)
/
○
冬
枯
(
広
島
高
師
、
昭
和
2
)
/
○
光

(
浪
高
・
静
高
・
弘
高
、
昭
和
3
、
7
、
9
)
/
○
冬
の
朝
(
東
京
高
師
、

昭
和
3
)
/
○
山
路
(
広
島
高
師
、
昭
和
2
)
/
○
大
空
(
陸
士
、
幅
和

3
)
/
○
水
(
広
島
高
・
七
高
・
広
島
高
師
、
昭
和
3
、
5
へ
7
)
/
○
春
の

光
(
八
高
、
昭
和
1
)
/
○
風
景
(
静
高
へ
昭
和
5
)
/
○
披
(
山
口
高
,

昭
和
5
)
/
○
春
窄
雑
感
(
台
北
商
、
昭
和
5
)
/
○
海
と
川
(
水
産
、
昭

和
5
)
/
○
春
(
1
高
、
昭
和
6
)
/
○
早
春
の
1
日
(
松
本
高
、
台
北

大
へ
昭
和
6
)
/
〇
両
(
広
島
高
輿
昭
和
6
)
/
○
冬
の
夜
(
東
戻
高

師
'
昭
和
6
)
/
○
旅
(
山
口
高
・
佐
高
・
松
江
高
へ
昭
和
4
、
7
、
9
)

/
○
土
(
東
農
大
、
昭
和
6
)
/
○
太
陽
(
京
城
工
、
昭
和
7
)
　
/
○
野

(
東
農
大
、
昭
和
7
)
/
○
朝
(
七
高
、
昭
和
8
)
/
○
自
然
の
恩
　
(
大

高
へ
昭
和
8
)
/
○
早
春
(
京
城
大
、
昭
和
8
)
/
○
朝
日
(
東
女
師
、
昭

和
8
)
/
○
山
と
海
(
東
船
、
昭
和
8
)
/
○
海
(
海
機
へ
昭
和
9
)

臼
　
自
己
を
中
心
と
す
る
問
題

○
既
往
の
生
活
を
見
る
(
富
高
、
昭
和
2
)
/
○
私
の
過
去
と
将
来
の
希
望

(
名
商
、
昭
和
2
)
/
○
中
等
学
校
時
代
の
感
想
(
熊
工
へ
昭
和
2
)
/
○

私
の
周
囲
(
奈
女
師
'
昭
和
2
)
/
○
忘
れ
得
ぬ
恩
ひ
出
(
福
工
,
昭
和

2
)
/
○
我
が
生
立
(
浜
二
二
高
へ
昭
和
2
、
7
)
/
○
我
が
生
活
(
七

高
.
・
姫
高
、
昭
和
3
)
/
〇
日
分
の
抱
負
(
佐
高
・
水
産
、
昭
和
3
)
/
○

わ
が
好
む
人
物
(
浦
高
、
昭
和
3
)
/
○
吾
が
理
想
の
学
生
生
活
(
富
高
,

昭
和
3
)
/
○
私
の
誇
(
名
商
へ
昭
和
3
)
/
○
私
淑
す
る
人
(
弘
高
へ
昭

和
3
)
/
○
余
が
正
し
と
信
ず
る
生
活
(
神
宮
'
昭
和
3
)
/
○
原
は
し
い

こ
と
(
東
女
大
へ
昭
和
2
)
/
○
試
験
の
前
日
(
五
高
、
昭
和
4
)
/
○
恩

師
の
印
象
(
水
農
'
昭
和
4
)
/
○
わ
が
家
の
人
々
と
そ
の
生
活
　
(
台
北

高
、
昭
和
4
)
/
○
わ
が
感
激
の
思
ひ
出
(
台
北
高
へ
昭
和
4
)
/
○
我
が

崇
敬
す
る
偉
人
(
富
高
'
昭
和
4
)
/
○
受
験
前
の
1
箇
年
を
顧
み
て
(
京

城
商
'
昭
和
4
)
/
○
我
等
の
理
想
(
東
音
、
昭
和
4
)
/
○
己
が
確
信

(
慶
大
予
、
昭
和
4
)
/
○
わ
が
願
(
早
苗
'
昭
和
4
)
/
○
私
の
趣
味
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(
京
城
医
・
大
分
商
、
昭
和
5
、
8
)
/
○
自
信
の
力
(
筑
豊
鉱
'
昭
和

5
)
/
○
高
校
生
活
に
対
す
る
私
の
期
待
(
富
高
、
昭
和
5
)
/
○
志
望
科

類
を
決
定
す
る
ま
で
に
ど
ん
な
事
を
考
慮
し
た
か
(
台
北
高
、
昭
和
5
)
/

○
我
が
敬
愛
す
る
人
物
(
佐
高
へ
昭
和
5
)
/
○
我
が
修
学
の
方
法
と
そ
の

得
失
(
新
嘗
向
へ
昭
和
5
)
/
○
特
に
高
等
学
校
へ
入
学
志
願
し
た
理
由

(
六
高
、
昭
和
5
)
/
○
日
記
帖
(
広
高
、
昭
和
5
)
/
○
父
母
(
一
高
へ

昭
和
5
)
/
○
わ
が
過
去
(
四
高
、
昭
和
5
)
/
○
自
己
を
語
る
(
北
大
・

大
外
語
、
昭
和
5
'
9
)
/
○
夢
(
五
高
・
台
北
商
、
昭
和
5
'
9
)
/
○

商
人
と
そ
の
覚
悟
(
台
北
商
'
昭
和
5
)
/
○
己
が
過
去
を
顧
み
て
　
(
広

高
へ
昭
和
5
)
/
○
吾
が
理
想
(
満
医
大
・
東
外
大
'
昭
和
5
'
6
)
/
○

過
去
を
顧
み
て
　
(
水
高
・
中
央
大
、
昭
和
4
'
5
)
/
○
私
と
私
の
周
囲

(
水
高
'
昭
和
6
)
/
○
自
己
(
静
高
'
昭
和
6
)
/
○
我
が
責
務
　
(
浪

高
'
昭
和
6
)
/
○
余
の
最
も
感
ず
る
事
(
佐
高
、
昭
和
6
)
/
○
我
が
信

念
(
名
商
、
昭
和
6
)
/
○
わ
が
畏
敬
す
る
人
物
(
福
島
商
、
昭
和
6
)
/

○
己
を
省
み
て
　
(
学
習
院
へ
昭
和
6
)
/
○
我
が
志
望
(
慶
大
予
、
昭
和

6
)
/
○
忘
れ
得
ぬ
人
(
早
高
へ
昭
和
6
)
/
○
我
が
経
歴
中
特
筆
す
べ
き

一
節
(
京
城
医
、
昭
和
6
)
/
○
高
等
学
校
を
志
望
せ
し
理
由
(
富
高
'
昭

和
7
)
/
○
各
自
の
思
ふ
ま
ゝ
を
述
べ
よ
(
大
高
、
昭
和
7
)
/
○
予
の
最

も
愉
快
に
感
ず
る
事
(
佐
高
、
昭
和
7
)
/
○
幼
年
時
代
の
恩
ひ
出
　
(
六

高
、
昭
和
7
)
/
○
我
が
過
去
と
現
在
(
七
高
、
昭
和
7
)
/
○
我
が
愛
読

マ
▼
r

育
(
松
江
高
'
昭
和
7
)
/
○
我
が
崇
拝
す
る
人
物
(
松
江
高
、
昭
和
7
)

/
○
我
が
少
年
の
頃
(
東
京
高
師
'
昭
和
7
)
/
〇
.
 
U
買
得
ぬ
書
籍
又
は
文

章
(
東
女
師
、
昭
和
7
)
/
○
余
が
日
常
生
活
(
福
島
商
、
昭
和
7
)
/
○

癖
(
台
北
商
、
昭
和
7
)
/
○
私
に
と
っ
て
貴
い
体
験
(
京
城
医
、
昭
和

7
)
/
○
母
校
の
思
ひ
出
(
京
城
大
'
昭
和
7
)
/
○
楽
し
か
り
し
日
(
佐

高
'
昭
和
8
)
/
○
わ
が
学
び
た
き
人
(
水
高
'
昭
和
8
)
/
○
思
ひ
出
の
こ
と

ど
も
(
松
本
高
、
昭
和
8
)
/
○
わ
が
昏
斉
(
松
山
高
、
昭
和
8
)
/
○
吾
人
の

覚
悟
(
台
南
エ
'
昭
和
8
)
/
○
今
秋
の
思
ひ
出
(
広
島
高
師
'
昭
和
8
)
/
○
我

が
郷
土
(
慶
大
予
へ
昭
和
8
)
/
○
強
い
感
動
を
受
け
た
経
験
に
就
い
て
(
大

外
語
'
昭
和
8
)
/
○
念
願
(
1
高
、
昭
和
9
)
/
○
此
の
頃
の
感
想
(
四

高
、
昭
和
9
)
.
/
○
う
れ
し
か
っ
た
事
(
五
高
へ
昭
和
9
)
/
○
我
が
過
去

を
顧
み
て
(
台
北
高
、
昭
和
9
)
/
○
我
等
の
進
む
べ
き
道
(
福
島
商
へ
昭

和
9
)
/
○
私
の
癖
(
高
岡
商
、
昭
和
9
)
/
○
(
父
又
は
母
、
兄
'
妨
'

弟
、
妹
、
旧
師
'
我
が
家
、
俄
が
母
校
)
と
私
(
京
城
医
、
昭
和
9
)

日
　
国
家
社
会
を
中
心
と
す
る
問
題

○
理
代
青
年
の
意
気
(
海
機
、
昭
和
2
)
/
○
国
民
性
(
各
高
へ
昭
和
2
)

/
○
時
代
精
神
(
各
局
、
昭
和
2
)
/
○
明
治
節
(
成
膜
、
昭
和
2
)
/
○

国
民
皆
兵
論
(
海
兵
、
昭
和
2
)
/
○
昭
和
の
世
に
処
し
て
(
高
松
商
へ
昭

和
2
)
/
○
社
会
と
公
徳
(
横
商
'
昭
和
2
)
/
○
今
後
日
本
国
民
の
歩
む

べ
き
道
(
旅
工
'
昭
和
2
)
/
○
行
け
t
海
の
外
へ
　
(
神
船
、
昭
和
2
)
/

○
現
代
の
社
会
に
対
す
る
我
が
感
想
(
早
高
、
昭
和
2
)
/
○
海
国
の
幸

(
水
産
、
昭
和
2
)
/
○
昭
和
時
代
と
日
本
国
民
(
大
外
語
、
昭
和
2
)
/

○
現
代
と
吾
等
(
成
膜
、
昭
和
3
)
/
○
産
業
(
山
梨
工
、
昭
和
3
)
/
○

日
本
の
将
来
と
青
年
の
覚
悟
と
を
論
ず
(
海
兵
、
昭
和
3
)
/
○
亜
細
亜
の

将
来
(
大
外
語
、
昭
和
2
)
/
○
軍
備
(
海
機
'
昭
和
3
)
/
○
日
本
国
民

の
理
想
(
大
高
、
昭
和
4
)
/
○
日
本
人
(
福
岡
へ
昭
和
4
)
/
○
東
洋
と

西
洋
(
静
高
、
昭
和
4
)
/
○
我
が
国
史
観
(
長
崎
商
、
昭
和
4
)
/
○
東

北
地
方
(
福
島
商
、
昭
和
4
)
/
○
帝
国
の
南
端
に
立
ち
て
(
台
北
商
、
昭
和

4
)
/
○
社
会
奉
仕
(
金
沢
工
、
昭
和
4
)
/
○
我
が
建
国
の
精
神
(
東
大

負
,
昭
和
4
)
/
○
国
を
富
ま
す
道
(
水
産
、
昭
和
4
)
/
○
我
が
胡
た
る
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現
代
日
本
(
陸
士
、
昭
和
4
/
○
神
州
男
子
の
覚
悟
(
海
機
へ
昭
和
4
)
/

○
世
界
に
於
け
る
我
が
帝
国
の
地
位
(
山
口
商
'
昭
和
5
)
/
○
交
通
(
宿

高
、
昭
和
5
)
/
○
紀
元
節
(
大
高
、
昭
和
5
)
/
○
現
代
の
世
相
を
な
が

め
て
(
名
商
、
昭
和
5
)
/
○
社
会
(
松
~
山
繭
、
昭
和
5
/
○
昭
和
百
年
の

覚
悟
(
福
島
商
、
昭
和
5
)
/
○
東
洋
民
族
の
将
来
(
日
大
、
昭
和
5
)
/

○
我
等
の
国
民
的
使
命
(
東
外
語
'
昭
和
5
)
/
○
就
職
難
時
代
に
処
す
る

の
覚
悟
(
大
外
語
、
昭
和
5
)
/
○
我
が
国
体
の
精
華
と
吾
人
の
覚
悟
(
海

兵
、
昭
和
5
)
/
○
日
本
の
将
来
(
姫
高
、
昭
和
6
)
/
○
将
来
に
対
す
る

我
等
の
覚
悟
(
富
高
、
昭
和
6
)
/
○
明
治
か
ら
昭
和
へ
　
(
山
口
高
、
昭
和

6
)
/
○
我
が
国
体
の
精
華
に
就
て
(
松
山
商
'
昭
和
6
)
/
○
現
代
(
海

霞
、
昭
和
6
)
/
○
現
代
の
偉
人
(
北
大
予
、
昭
和
6
)
/
○
家
　
(
東
女

師
、
昭
和
6
)
/
○
国
(
松
山
高
、
昭
和
7
)
/
○
祖
国
愛
(
水
高
、
昭
和

7
)
/
○
国
防
(
山
口
高
'
昭
和
7
)
/
○
日
本
(
七
高
へ
昭
和
7
)
/
○

時
局
に
対
す
る
青
年
の
覚
悟
(
山
口
商
へ
昭
和
7
)
/
○
今
日
の
日
本
(
浪

高
、
昭
和
7
)
/
○
吾
人
青
年
の
覚
悟
(
東
商
大
'
昭
和
7
)
/
○
挙
国
1

致
(
明
尋
、
昭
和
7
)
/
○
我
が
国
軍
人
の
忠
男
無
比
な
る
所
以
(
神
船
、

昭
和
7
)
/
○
吾
人
の
覚
悟
(
清
洲
医
へ
昭
和
7
)
/
○
現
代
学
徒
と
し
て

の
覚
悟
(
台
北
大
へ
昭
和
7
)
/
○
時
局
に
対
す
る
感
想
(
早
高
、
昭
和

7
)
/
○
国
家
と
青
年
(
二
高
'
昭
和
8
)
/
○
団
体
生
活
(
佐
高
、
昭
和

8
)
/
○
社
会
と
自
分
(
北
大
予
、
昭
和
8
)
/
○
青
年
の
覚
悟
　
(
台
北

商
へ
昭
和
8
)
/
○
大
和
民
族
の
世
界
的
使
命
(
東
外
大
、
昭
和
8
)
/
○

日
本
栢
神
(
八
高
、
昭
和
9
)
/
〇
三
千
年
の
国
史
を
顧
み
て
　
(
大
高
、
昭

和
9
)
/
○
皇
国
の
将
来
と
吾
人
の
覚
悟
(
新
潟
高
、
昭
和
9
)
/
○
非
常

時
(
松
江
高
、
昭
和
9
)
/
○
偉
人
(
静
高
、
昭
和
9
)
/
○
国
史
を
読
み

て
(
水
高
、
昭
和
9
)
/
○
大
柄
公
を
偲
ぶ
(
山
口
高
、
昭
和
9
)
/
○
明

治
時
代
・
(
兼
高
へ
昭
和
9
)
/
○
日
本
精
神
の
真
髄
(
大
分
商
、
昭
和
9
)

/
○
社
会
生
活
と
秩
序
(
小
樽
商
へ
昭
和
9
)
/
○
日
本
の
女
子
(
奈
女
師
'

昭
和
9
)
/
○
現
代
日
本
の
要
求
す
る
人
物
(
慶
大
予
へ
昭
和
9
)

M
　
蝣
r
'
.
 
'
-
X
i
作
f
t
に
関
す
る
閑
地

○
師
恩
に
就
て
(
乗
船
へ
昭
和
2
)
/
○
愛
好
す
る
金
言
(
東
外
語
、
昭
和

2
)
/
○
感
謝
(
東
女
師
へ
昭
和
2
)
/
○
実
力
春
成
の
工
夫
(
山
口
高
、

昭
和
2
)
/
○
友
情
(
京
城
大
・
広
島
高
師
'
昭
和
2
、
6
)
/
○
内
省
の

力
(
八
高
'
昭
和
3
)
/
○
共
存
共
栄
(
京
城
商
・
名
商
・
桐
工
、
昭
和

2
、
4
へ
4
、
)
/
○
人
生
と
信
用
(
東
商
大
、
昭
和
3
)
/
○
道
　
(
水

高
・
広
島
高
師
・
奈
女
師
、
昭
和
3
'
5
、
5
)
/
○
正
し
さ
を
行
ふ
勇
気

に
就
い
て
(
山
梨
工
、
昭
和
3
)
/
〇
倍
は
万
事
の
本
な
り
(
松
山
商
、
昭

和
3
)
/
○
人
事
と
天
命
(
大
外
語
、
昭
和
3
)
/
〇
人
無
遠
慮
必
有
近
誕

(
新
潟
高
へ
昭
和
3
)
/
○
自
治
心
公
共
心
(
神
南
、
昭
和
3
)
　
/
○
恩

(
浦
高
'
昭
和
4
)
/
○
健
康
と
人
生
(
山
口
商
'
昭
和
4
)
　
/
○
反
省

(
高
知
高
・
金
工
・
松
本
高
・
北
大
予
、
昭
和
1
'
6
'
9
、
9
)
/
○
自

由
と
公
徳
(
桟
商
、
昭
和
4
)
/
○
父
母
の
恩
(
旅
工
へ
昭
和
4
)
/
○
寛

容
と
共
同
生
活
に
就
い
て
(
東
船
、
昭
和
4
)
/
○
挺
ふ
べ
き
は
浮
薄
軽
仇

の
悪
風
な
り
(
神
船
、
昭
和
4
)
/
〇
第
1
歩
(
樵
工
'
昭
和
5
)
/
○
責

任
感
(
八
高
、
昭
和
5
)
/
○
共
同
生
活
(
松
本
高
、
昭
和
5
)
/
○
希
望

(
東
京
高
師
、
昭
和
5
)
/
○
信
用
(
東
女
師
・
台
北
高
'
昭
和
5
、
6
)

/
○
朋
友
(
千
薬
・
和
商
、
昭
和
5
'
6
)
/
○
敬
神
崇
祖
(
陸
士
、
昭
和

5
)
/
○
国
民
道
柾
に
就
て
(
束
船
、
昭
和
5
)
/
〇
千
邪
不
如
1
直
(
京
都

薬
・
昭
和
5
)
/
〇
 
`
感
謝
(
四
高
、
昭
和
6
)
/
○
勤
労
(
八
高
、
~
昭
和

6
)
/
○
内
省
(
新
潟
高
、
昭
和
6
)
/
〇
百
年
の
元
気
(
松
江
高
へ
昭
和

6
)
/
○
教
育
勅
語
を
読
み
奉
り
て
(
大
高
、
昭
和
6
)
/
〇
倍
　
(
東
女
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師
、
昭
和
6
)
/
○
青
年
時
代
と
心
身
の
鍛
錬
(
神
船
、
昭
和
6
)
/
○
克

己
'
(
八
高
、
昭
和
7
)
/
○
礼
儀
(
東
高
、
昭
和
7
)
/
〇
日
は
(
四
高
'

昭
和
7
)
/
○
去
任
(
東
女
師
へ
昭
和
7
)
/
○
報
恩
(
小
村
商
、
昭
和

7
)
/
○
正
義
(
東
商
大
・
八
高
、
昭
和
7
、
8
)
/
○
友
(
海
横
、
昭
和

7
)
/
○
烹
任
観
念
(
学
習
院
、
昭
和
7
)
/
○
経
験
(
四
高
、
昭
和
8
)

/
○
祖
先
(
東
高
へ
昭
和
8
)
/
○
奉
公
の
精
神
(
東
商
大
、
昭
和
8
)
/

○
進
取
の
気
象
(
東
商
尋
、
昭
和
8
)
/
○
情
誼
(
名
商
、
昭
和
8
)
/
〇

人
の
真
価
(
新
潟
高
'
昭
和
9
)
/
○
至
誠
(
東
商
専
・
水
産
、
昭
和
9
)

/
○
勤
潮
の
柑
神
(
東
商
予
へ
昭
和
9
)
/
○
努
力
(
台
北
商
'
昭
和
9
)

/
○
鍛
錬
(
陸
士
,
昭
和
9
)
/
○
誠
(
東
外
語
、
昭
和
9
)
/
○
学
生
の

本
分
(
同
志
予
'
昭
和
9
)
/
○
聖
田
の
教
に
親
し
め
(
神
船
へ
昭
和
9
)

田
　
感
想
評
論
等
の
問
題

○
人
生
(
山
梨
工
へ
昭
和
2
)
/
○
良
学
と
科
学
(
東
大
良
、
昭
和
2
)
/

○
言
語
(
陸
士
・
七
高
へ
昭
和
2
、
4
)
/
○
都
会
(
北
大
脳
へ
昭
和
2
)

/
○
流
行
(
1
苗
へ
昭
和
3
)
/
○
運
動
戟
技
所
感
(
六
高
、
昭
和
3
)
/

○
創
華
(
京
城
工
へ
昭
和
3
)
/
○
学
友
(
松
本
高
へ
昭
和
3
)
/
○
今
と

普
(
松
山
高
へ
昭
和
3
)
/
○
過
去
1
ヶ
年
を
顧
み
て
(
松
江
高
・
新
潟

高
'
昭
和
3
、
4
)
/
○
意
義
あ
る
生
活
(
大
高
、
昭
和
3
)
/
○
交
通
機

関
(
北
大
'
昭
和
2
)
/
○
科
学
的
精
神
(
金
工
、
昭
和
3
)
　
/
○
故
郷

(
旅
工
・
新
潟
高
へ
昭
和
3
、
7
)
/
○
土
(
東
大
良
、
昭
和
3
)
/
○
運

動
の
目
的
に
就
い
て
(
乗
船
、
昭
和
3
)
/
○
趣
味
(
六
高
、
昭
和
1
)
/

〇
時
(
松
本
高
・
広
高
・
茶
女
師
・
福
高
へ
昭
和
4
'
4
、
4
、
9
)
/
○

現
代
の
学
生
(
佐
甘
㌢
昭
和
4
)
/
○
摸
倣
(
北
大
予
'
昭
和
4
)
/
○
童

心
(
広
島
高
師
、
昭
和
4
)
/
○
米
(
東
女
師
へ
昭
和
4
)
/
○
運
動
精
神

に
就
て
(
松
山
商
へ
昭
和
4
)
/
○
田
園
と
都
市
(
水
農
へ
昭
和
4
)
/
○

旅
行
の
趣
味
(
海
兵
、
昭
和
1
)
/
○
近
代
学
生
の
思
料
(
広
高
.
昭
和

4
)
/
○
入
学
難
(
同
志
予
'
昭
和
4
)
/
○
衣
食
住
(
松
山
高
、
昭
和
5
)
/

○
学
生
生
活
(
同
志
予
へ
昭
和
5
)
/
○
我
等
は
何
故
に
学
ぶ
か
(
早
高
、

昭
和
5
)
/
○
充
実
せ
る
生
活
(
学
習
院
へ
昭
和
5
)
/
○
独
創
と
挟
倣

(
金
工
'
昭
和
5
)
/
○
自
由
と
平
等
(
水
良
、
昭
和
5
)
/
○
蕗
か
ぬ
種

は
生
え
ぬ
(
広
高
、
昭
和
6
)
/
○
力
(
静
高
・
弘
高
へ
昭
和
3
'
6
)
/

○
趣
味
に
生
き
よ
(
台
北
商
'
昭
和
6
)
/
○
新
聞
(
清
洲
医
・
東
船
・
海
機
'

昭
和
6
、
7
へ
　
8
)
/
○
明
(
京
城
工
、
昭
和
6
)
/
○
生
命
(
福
高
へ
昭

和
7
)
機
械
(
弘
高
へ
昭
和
7
)
/
○
発
明
心
と
は
何
ぞ
や
(
神
工
'
昭
和

7
)
/
○
此
の
世
を
如
何
に
見
る
か
(
早
苗
'
昭
和
7
)
/
○
感
撤
　
(
陸

士
、
昭
和
7
)
/
○
読
書
(
山
里
局
、
昭
和
8
)
/
○
家
庭
(
台
北
商
へ
昭

和
8
)
/
○
更
生
(
京
城
工
へ
昭
和
8
)
/
○
美
術
の
社
会
的
使
命
を
論
ず
一

(
坊
工
'
昭
和
8
)
/
〇
人
(
陸
士
、
昭
和
8
)
/
○
受
験
生
活
に
つ
き
て
　
3

(
二
高
、
昭
和
9
)
/
○
科
学
の
力
(
佐
軍
昭
和
9
)
/
○
学
問
と
職
業
一

(
山
口
商
'
昭
和
9
)
/
○
退
勤
(
東
京
女
師
、
昭
和
9
)

的
　
手
紙
の
文

○
自
己
の
志
望
を
述
べ
て
長
上
の
教
示
を
乞
ふ
文
(
広
島
高
へ
昭
和
2
)
/

○
入
学
試
験
に
失
敗
し
た
る
同
学
の
友
人
に
与
ふ
る
文
(
桟
噛
、
昭
和
2
)

/
○
将
来
の
方
針
に
就
き
'
旧
師
に
相
談
す
る
文
(
名
商
、
昭
和
3
)
/
○

高
商
入
学
の
志
望
を
述
べ
て
父
母
の
了
解
を
求
む
る
手
紙
(
福
島
商
、
昭
和

3
)
/
○
怠
伯
の
友
を
戒
む
(
神
船
'
昭
和
3
)
/
○
出
村
の
百
年
に
告
ぐ

(
東
蚕
'
昭
和
3
)
/
○
高
等
師
範
学
校
入
学
志
望
の
覚
悟
を
旧
師
に
報
ず

る
文
(
広
島
高
師
へ
旧
棚
4
)
/
○
受
験
第
1
日
の
感
想
を
先
輩
に
報
ず
る

文
(
候
文
)
　
(
名
商
、
昭
和
4
)
/
○
拐
浜
市
に
対
す
る
感
想
を
友
人
に
報

ず
る
文
(
積
商
'
昭
和
4
)
/
○
所
志
を
郷
里
の
兄
に
告
ぐ
(
台
北
商
へ
昭



和
4
)
/
○
南
米
に
移
住
す
る
友
人
に
送
る
(
東
蚕
、
昭
和
4
)
/
○
受
験

の
状
況
を
報
ず
(
水
高
、
昭
和
5
)
/
○
海
外
に
移
住
せ
ん
と
す
る
友
を
激

励
す
る
文
(
候
文
)
　
(
名
商
、
昭
和
5
)
/
○
国
産
愛
用
を
友
人
に
勧
む
る

文
(
候
文
)
　
(
名
商
、
昭
和
6
)
/
○
郷
里
の
状
況
を
入
営
中
の
友
人
に
報

知
す
る
文
(
東
蚕
、
昭
和
6
)
/
○
受
験
地
よ
り
旧
友
へ
　
(
京
城
大
'
昭
和

6
)
/
○
海
外
視
察
に
赴
く
恩
師
に
呈
す
る
文
(
候
文
)
(
名
商
、
昭
和
7
)
/
'

○
受
験
地
よ
り
(
福
島
商
、
昭
和
7
)
/
○
満
蒙
出
征
の
先
輩
に
贈
る
(
揺

島
商
、
昭
和
7
)
/
○
旧
師
に
近
況
を
報
告
す
る
文
(
乗
船
・
六
高
、
昭
和

7
、
8
)
/
○
在
満
将
士
に
　
(
五
高
、
昭
和
8
)
/
○
放
近
の
消
息
を
先
輩

に
報
ず
る
文
(
名
商
へ
昭
和
8
)
/
○
先
輩
に
そ
の
在
学
中
の
学
校
の
様
子

を
尋
ぬ
る
文
(
六
高
、
昭
和
9
)

的
　
雑

○
次
ノ
歌
ヲ
読
ン
デ
印
象
ヲ
ー
ツ
ノ
文
ニ
マ
ー
メ
テ
ク
レ
タ
マ
へ
　
〔
各
自
適

当
ナ
題
ヲ
ツ
ケ
テ
〕
す
-
7
1
と
生
ひ
た
つ
麦
に
腹
す
り
て
燕
と
び
-
る
春

の
山
畑
(
山
口
高
、
昭
和
3
)
/
○
次
ノ
俳
句
ト
和
歌
ト
ノ
ソ
レ
ゾ
レ
ニ
ヨ

リ
テ
小
品
文
ヲ
ー
ツ
ヅ
・
・
>
作
レ
。
「
春
雨
や
蜂
の
巣
っ
た
ふ
屋
根
の
潟
1

芭
蒲
」
「
む
ら
i
u
も
の
心
楽
し
も
春
の
日
に
鳥
の
む
ら
が
り
遊
ぶ
を
見
れ
ば
-

良
寛
」
〕
(
姫
高
へ
昭
和
4
)
/
○
空
中
飛
行
(
東
高
、
昭
和
6
)
/
○
古
城

(
七
高
へ
昭
和
9
)

こ
れ
ら
の
高
等
諸
学
校
の
入
学
試
験
作
文
の
文
題
を
見
る
と
、
か
な
り
広
い

範
囲
に
わ
た
っ
て
の
出
題
が
な
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
出
題
ぶ
り
は
か
な

り
自
在
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
と
し
て
は
こ
う
し
た
受
験
作

文
の
出
題
傾
向
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
'
作
文
指
導
を
進
め
て
い
-
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
れ
だ
け
国
語
作
文
の
あ
り
か
た
は
'
受
験
に
お
け
る
出
題
傾
向
を
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
逆
に
多
-
の
規
制
を
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
面
が
あ

K
Sこ

れ
ら
の
出
題
傾
向
が
昭
和
初
期
の
中
等
作
文
教
育
を
特
色
づ
け
て
い
た
こ

と
、
出
題
に
は
時
代
社
会
の
動
向
が
敏
感
に
反
映
し
て
い
た
こ
と
'
課
題
作
文

に
つ
い
て
の
手
ほ
ど
き
、
対
策
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
'
前
掲
「
文
題
類

別
表
」
に
よ
っ
て
改
め
て
寒
づ
か
さ
れ
る
点
が
多
い
O

▲
朴

さ
て
'
八
披
則
吉
氏
の
国
語
教
育
に
関
す
る
著
作
並
び
に
随
想
集
等
は
'
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

-
　
「
応
用
修
辞
学
講
話
」
大
正
3
年
1
1
月
1
5
日
　
敬
文
館
刊

2
　
「
鵠
国
語
読
本
要
義
」
大
正
8
年
3
月
2
0
日
　
教
育
研
究
会
刊

2
　
「
創
作
へ
の
道
」
　
大
正
1
0
年
4
月
2
4
日
　
弘
道
館
刊
1

4
　
「
帽
宥
語
の
講
習
」
大
正
1
1
年
4
月
2
3
日
　
教
育
研
究
会
刊

5
　
「
教
育
に
安
住
し
て
」
　
大
正
1
2
年
2
月
1
8
日
　
教
育
研
究
会
刊

6
　
「
瑚
国
語
の
講
習
」
　
大
正
1
3
年
4
月
1
8
日
　
教
育
研
究
会
刊

7
　
「
軸
要
義
と
創
作
」
　
大
正
1
3
年
5
月
1
8
日
　
弘
道
館
刊
(
前
掲
2

「
要
義
」
と
同
3
「
創
作
へ
の
道
」
の
合
本
で
あ
る
。
)

8
　
「
帽
は
由
語
教
育
概
説
」
　
大
正
1
3
年
1
2
月
3
日
　
教
育
研
究
会
刊

9
　
「
帽
蛸
創
作
本
位
の
文
章
法
」
　
大
正
1
4
年
1
0
月
2
5
日
　
教
育
研
究
会

刊
1
0
　
「
第
三
国
語
の
講
習
」
　
昭
和
3
年
3
月
3
日
　
教
育
研
究
会
刊

35

14 13 12 ll

「
朗
詩
味
情
味
」
　
昭
和
4
年
7
月
6
日
、
教
育
研
究
会
刊

「
獅
希
望
に
に
充
ち
て
」
.
昭
和
6
年
1
 
1
月
1
 
5
日
　
教
育
研
究
会
刊

「
国
語
教
育
大
道
」
　
昭
和
8
年
1
月
2
 
8
日
　
東
洋
図
書
刊

「
道
歌
晴
談
」
　
昭
和
1
 
1
年
1
 
1
月
1
 
6
日
　
実
業
之
日
本
社
刊



な
お
'
八
披
則
吉
氏
に
は
'
こ
れ
ら
の
述
作
の
は
か
に
、
「
趣
味
と
修
養
」

(
大
正
初
期
、
菊
判
三
五
ペ
ー
ジ
、
敬
文
館
)
,
「
訳
岩
石
同
か
ら
」
　
(
大

正
後
期
、
教
育
研
究
会
刊
)
　
な
ど
が
あ
っ
た
。

前
掲
-
「
応
用
修
辞
学
講
話
」
は
、
第
四
高
等
学
校
教
授
時
代
の
著
述
で
あ

り
'
2
「
要
義
」
は
、
文
部
省
図
番
舘
時
代
(
大
正
五
年
七
月
-
大
正
九
年

四
月
)
　
の
仕
事
で
あ
る
。
他
は
、
罪
五
高
等
学
校
教
授
時
代
の
著
作
で
あ
る
〇

八
披
則
吉
氏
は
'
前
掲
1
「
応
用
修
辞
学
講
話
」
に
'
メ
ー
ク
ル
、
ジ
ョ
ン

氏
「
英
作
文
法
」
の
序
文
の
大
要
を
訳
出
し
、
「
作
文
問
答
」
と
題
し
て
、
収

録
し
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
前
掲
8
「
帽
は
国
語
教
育
概
説
」
に
は
、
「
綴
り
方
教
授
の
極
意
」
と

題
し
て
'
「
綴
り
方
教
授
の
極
意
は
良
い
文
章
を
多
-
'
よ
く
読
ま
せ
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
が
私
の
持
論
で
す
.
]
　
(
同
上
書
、
四
〇
ペ
)
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
。

「
良
い
と
は
何
か
へ
玉
に
謂
ふ
良
い
と
は
児
斑
の
年
齢
、
程
控
'
思
想
と
相
近

い
作
者
の
む
い
た
傑
作
を
意
味
し
ま
す
。
例
え
ば
三
年
生
の
児
童
の
綴
り
方
を

上
手
に
す
る
に
は
三
年
生
の
児
童
と
年
齢
へ
学
力
'
環
境
が
相
近
似
せ
る
児
童

の
容
い
た
作
の
中
の
傑
作
を
多
く
、
よ
く
読
ま
せ
る
の
で
す
。
此
の
意
味
に
於

て
国
語
読
本
(
引
用
者
#
'
八
波
則
吉
氏
ら
の
編
纂
さ
れ
た
「
尋
常
小
学
国
語

読
本
」
)
　
に
は
読
者
と
年
齢
、
学
力
、
環
境
の
相
近
い
者
の
作
又
は
そ
れ
に
擬

し
た
作
を
従
来
の
読
本
よ
り
も
多
く
採
択
し
て
あ
り
ま
す
u
　
(
同
上
容
、
四
〇

-
四
一
ペ
)

「
斯
う
い
ふ
文
章
.
1
・
多
く
読
ま
せ
る
の
が
綴
り
方
教
授
の
極
意
で
す
が
'
読
本

に
あ
る
だ
け
で
は
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。
諸
君
の
お
手
許
に
は
其
の
学
校
の
多
年

の
傑
作
集
が
保
存
さ
れ
て
あ
る
筈
で
す
か
ら
、
其
の
中
の
も
の
を
小
黒
板
で
示

す
な
り
、
照
写
版
に
し
て
与
え
る
な
り
、
或
は
隣
の
学
校
の
生
徒
が
書
い
た
も

の
で
よ
-
出
来
て
居
る
と
思
は
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
読
ま
せ
て
裁
き
ま
す
。
そ

れ
等
は
児
童
の
年
齢
'
学
力
及
び
環
境
等
が
よ
-
当
該
児
童
に
似
て
居
ま
す
か

ら
へ
揃
う
い
ふ
文
事
を
多
-
読
む
こ
と
に
依
っ
て
児
童
の
綴
り
方
能
力
を
養
ふ

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
ピ
　
(
同
上
智
、
四
二
ペ
)

ま
た
八
披
別
語
氏
は
、
前
掲
9
「
禁
創
作
本
意
の
文
章
法
」
に
収
め
ら
れ

た
'
「
文
を
添
削
し
て
」
と
い
う
講
演
記
録
の
中
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て

お
ら
れ
る
。

「
私
は
課
題
主
義
者
の
1
人
で
す
。
曽
て
『
随
意
遥
題
の
易
き
を
避
け
よ
』

と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
て
論
争
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
爾
来
随
意
選
題

の
長
所
を
も
認
め
て
、
こ
れ
に
幾
分
加
味
す
る
こ
と
は
致
し
て
ゐ
ま
す
が
、
ど

ち
ら
か
と
い
へ
ば
今
で
も
頑
強
な
課
題
主
義
を
保
持
す
る
も
の
で
す
u
　
(
同
上

番
'
二
八
九
ペ
)

「
文
語
は
成
る
べ
く
な
ら
ば
教
師
の
体
験
を
望
み
ま
す
。
『
先
生
が
此
の
文

を
綴
る
時
に
は
斯
う
い
ふ
辛
心
を
し
た
』
と
い
っ
た
よ
う
な
実
話
は
深
い
感
銘

を
与
へ
る
も
の
で
す
o
J
　
(
同
上
討
'
三
〇
四
ペ
)

「
文
の
添
削
を
な
す
先
生
に
は
先
生
の
苦
心
談
が
あ
る
筈
で
す
。
こ
れ
を
私

は
文
語
の
首
位
に
置
き
ま
す
。

又
、
自
身
が
文
に
苦
し
ん
だ
経
験
が
紐
け
れ
ば
、
他
人
の
文
章
の
良
否
は
本

当
に
分
ら
な
い
も
の
で
す
。
此
の
点
か
ら
申
し
て
も
作
文
の
先
生
は
、
自
分
自

身
も
絶
え
ず
文
を
作
る
や
う
に
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
o
J
　
(
同
上
宙
へ
三
〇
五

～
三
〇
六
ペ
)

「
わ
が
も
の
と
恩
へ
ば
軽
し
傘
の
雪

と
い
ふ
古
い
句
が
あ
E
・
ま
す
が
'
作
文
添
削
と
い
ふ
訴
訟
付
も
、
こ
れ
を
『
我
が

物
』
と
恩
へ
ば
楽
も
亦
其
の
中
に
在
り
ま
す
。

私
は
此
の
近
年
へ
作
文
殺
科
事
又
は
横
窺
文
集
と
い
つ
た
や
う
な
も
の
を
作

36



っ
て
見
よ
う
と
志
し
ま
し
た
。
同
じ
苦
労
す
る
な
ら
'
何
と
か
楽
し
く
苦
労
し

た
い
も
の
だ
と
考
へ
た
結
果
な
ん
で
す
。
国
語
の
教
師
と
し
て
'
毎
年
々
々
改

組
か
の
作
文
を
担
任
す
べ
く
運
命
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
以
上
は
、
作
文
に
関
す
る

知
識
経
験
を
集
め
、
之
を
整
理
し
た
ら
何
物
か
後
世
子
孫
に
枠
益
す
る
も
の
は

な
か
ら
う
か
と
考
へ
ま
し
て
'
生
徒
作
中
か
ら
傑
作
-
比
較
的
優
秀
な
作
を
抜

い
て
桁
讃
し
て
ゐ
ま
す
が
、
既
に
1
冊
分
の
材
料
が
集
ま
り
ま
し
た
o
斯
う
し

て
沙
石
の
中
か
ら
宝
石
を
見
附
け
る
や
う
な
仕
事
も
、
考
へ
方
に
由
っ
て
は
至

極
興
味
の
あ
る
事
で
す
.
]
　
(
同
上
雷
、
三
〇
六
-
三
〇
七
ペ
)

右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
八
波
則
富
氏
は
、
つ
と
に
応
用
修
辞
学
に
深
い
関

心
を
示
し
な
が
ら
、
良
い
文
章
を
多
く
、
よ
-
読
ま
せ
る
こ
と
に
、
綴
り
方
教

授
の
極
意
を
求
め
へ
み
ず
か
ら
は
課
題
主
義
者
の
立
場
を
堅
持
し
、
文
話
の
あ

り
か
た
に
つ
い
て
も
、
教
師
自
身
の
体
験
、
苦
心
談
を
重
視
し
て
い
Y
よ
う
に

考
え
ら
れ
て
い
る
。

・
八
披
則
吉
氏
自
身
は
、
積
極
的
に
文
章
を
昏
き
、
創
作
活
動
を
活
発
に
つ
づ

け
ら
れ
、
多
く
の
作
品
(
童
謡
・
童
話
劇
・
童
謡
・
随
想
等
)
を
も
の
さ
れ

た
。
そ
の
豊
富
な
文
章
・
創
作
体
験
が
氏
の
作
文
・
埼
り
方
教
育
の
論
の
根
底

に
兄
い
だ
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
基
本
的
な
考
え
方
な
ら
び
に
多
-
の
文
章
・
創
作
体
験
が
八
披
則

官
民
の
編
著
に
か
か
る
中
等
作
文
教
科
書
の
成
立
を
支
え
て
い
た
こ
と
は
、
こ

こ
に
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

七

以
上
'
八
政
則
富
氏
の
編
著
に
か
か
る
中
等
作
文
教
科
宙
の
編
修
方
針
と
志

田
へ
そ
の
構
成
な
ら
び
に
特
性
を
見
て
き
た
、
そ
の
成
立
の
基
盤
の
一
つ
で
あ

る
'
八
波
則
吉
氏
自
身
の
作
文
指
導
論
の
-
端
に
も
言
及
し
た
。

八
披
則
富
民
の
中
等
作
文
教
科
宙
は
、
内
容
上
も
構
成
上
も
穏
健
で
あ
か
均

衝
が
と
れ
て
い
て
t
 
l
応
よ
-
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
へ
各
柾
中
等
作
文
数
科
宙
が
学
校
に
お
け
る
作
文
指
導
の
た
め
の
別
教

科
番
と
し
て
、
ま
た
、
自
習
B
.
p
と
し
て
、
さ
ら
に
ま
た
課
外
読
物
と
し
て
、
あ

る
い
は
文
集
(
文
例
集
)
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ば
あ
い
へ
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
詳
細
を
と
ら
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

削
教
科
宙
と
し
て
も
、
自
習
宙
と
し
て
も
'
学
習
者
(
生
徒
)
に
其
の
学
習

意
欲
を
お
こ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
'
さ
ま
ざ
ま
な
く
ふ
う
と
苦
心

が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
所
収
教
材
だ
け
で
、
生
徒
た
ち
に
文
章
へ
の
意
欲
を
も

た
せ
る
こ
と
は
な
お
容
易
で
は
な
い
。

掲
げ
ら
れ
た
、
文
章
例
に
し
て
も
'
中
等
学
校
生
従
の
作
を
集
め
て
選
ば
れ

て
い
る
が
、
同
年
齢
・
同
世
代
の
作
と
い
う
だ
け
で
に
充
足
さ
れ
な
い
も
の
が

あ
ろ
う
。
課
外
読
物
と
し
て
生
か
し
て
い
く
ば
あ
い
に
も
'
各
課
の
提
示
の
し

か
た
を
は
じ
め
へ
ど
れ
だ
け
興
味
深
-
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
、
な
お

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
文
・
別
刷
・
文
例
・
類
題
・
附
録
な
ど
、
作
文
教
科
書
と
し
て
は
'
昭
和

1
0
年
代
の
初
め
に
l
迫
り
整
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
O
媒
材
と
し
て
、
副

教
科
串
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
共
に
活
用
し
て
い
-
の
に
は
、
指
導
者
と
し
て
の

格
別
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
だ
け
作
文
指
導
の
実
を
挙
げ
る
た
め
に

は
'
指
導
者
自
身
の
修
練
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
へ
指
導
者
に
よ
っ

て
某
に
生
か
さ
れ
る
作
文
教
科
苔
を
と
い
う
願
い
は
、
な
か
な
か
満
た
さ
れ
な

い
。

(
昭
和
5
4
年
5
月
1
1
日
稿
)
　
(
本
学
教
授
)
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